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え
部
長
就
任
の
ご
挨
拶

千
兼
黒
え
部
長
　
鉱
日
　
芥
え

今
年
は
例
年
に
な
く
早
い
時
期
に
台
風
が
接
近
し
、
５

月
だ
と
い
ぅ
の
に
７
月
並
み
の
暑
さ
が
続
く
な
ど
天
候
が

不
順
で
す
が
、
千
葉
県
支
部
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
今
年
度

か
ら
支
部
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
飯

岡
秀
之
と
申
し
ま
す
。

前
支
部
長
の
石
井
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

１０
年
間
と

い
う
長
き
に
渡
り
千
葉
県
支
部
の
顔
と
し
て
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
こ
と
、
全
支
部
会
員
を
代
表
し
て
感
謝
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
と
と
も
に
、
石
井
氏
が
粉
骨
砕
身
さ

れ
、
こ
こ
ま
で
成
長
し
た
千
葉
県
を
お
引
き
受
け
す
る
の

は
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
致
し
ま
す
。
若
輩
者
で
は

あ
り
ま
す
が
、
支
部
発
展
の
た
め
に
役
員

一
同
頑
張
つ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

さ
て
こ
こ
で
少
し
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
、
平
成
６
年
に
大
学
の
仲
間
と
の
旅
行
先
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
プ
ー
ル
の
飛
び
込
み
事
故
に
よ
り
頸
髄
を
損

傷
し
ま
し
た
。
３
年
間
の
入
院

・
職
リ
ハ
を
経
て
自
宅
に

戻
り
、
海
浜
幕
張
駅
近
く
の
Ｉ
Ｔ
関
連
の
企
業
に
就
職
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
会
社
で
は
総
務
人
事
部
と
い

う
部
署
に
在
籍
し
、
人
事
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

中
間
管
理
職
と
し
て
日
々
奮
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
４３
歳
と
“
い
い
お
つ
さ
ん
”
な
の
で
す
が
、
未
だ
に

独
身
と
い
う
残
念
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ど
な
た
か

良
い
方
が
い
ら
し
た
ら
、
是
非
紹
介
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（笑
）
車
椅
子
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
つ
て
か
ら
は
、
ツ

イ
ン
バ
ス
ケ
や
ヨ
ッ
ト
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
打
ち
込
み

ま
し
た
が
、
仕
事
と
の
両
立
に
苦
労
し
、
今
は
仕
事

一
本

に
絞
っ
て
い
ま
す
。
２
◇

全
脊
連
に
入
会
し
た
の
は
、
石
井
氏
が
支
部
長
に
な
ら

れ
た
平
成
１７
年
で
、
翌
年
か
ら
情
報
担
当
や
相
談
支
援
の

役
員
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
、
平
成
２０
年
６
月
に
は
千
葉
県

で
の
全
国
総
会
も
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
２
年
前
か

ら
は
副
支
部
長
と
し
て
、
支
部
長
を
補
佐
す
る
傍
ら
、
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
や
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
の
責
任
者
と
し
て
支
部

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
の
千
葉
県
支
部
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
役
員
組

織
を
見
て
頂
き
ま
す
と
分
か
る
方
も
い
ら
つ
し
や
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、　

１４
人
中
９
人
が
３０
代
、　

４０
代
と
若
返

り
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
若
い
感
性
と
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
さ

を
前
面
に
出
し
て
、
支
部
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
こ
れ
ま
で
２
回
開
催
し
た

「み

ん
な
の
音
楽
会
」
を
も
う
少
し
発
展
さ
せ
た
形
で
行
い
、

一
般
の
方
に
も
全
脊
連
の
存
在
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
も

当
支
部
単
独
で
開
催
し
、
多
く
の
方
々
の
疑
問
や
心
配
事

な
ど
に
少
し
で
も
お
役
に
た
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
性
に
特
化
し
た
、
女
性
の
興
味
が
あ
る
美
や
食

と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
イ
ベ
ン
ト
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
身
障

者
駐
車
場
マ
ナ
ー
啓
発
活
動
や
、
県
な
ど
へ
の
要
望
提
出
、

そ
の
他
福
祉
の
向
上
に
向
け
た
活
動
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

昨
年
よ
り
本
部
が
公
益
社
団
法
人
に
な
り
、
当
支
部
も

公
益
社
団
法
人
を
目
指
す
か
否
か
は
今
後
き
ち
ん
と
議
論

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
が
ど
ち
ら
に
な

ろ
う
と
も
、
ま
た
違
う
形
を
目
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
、

脊
髄
損
傷
者
の
た
め
の
団
体
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
賛
助
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
い
っ
た
形
で
多
く

の
一
般
の
方
を
巻
き
込
ん
だ
団
体
に
発
展
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
つ
て
こ
こ
ま
で
発
展
し
て

き
た
全
脊
連
そ
し
て
千
葉
県
支
部
で
す
が
、
近
年
は
会
口貝

の
減
少
が
著
し
く
、
と
て
も
深
刻
な
状
況
で
す
。
せ
つ
か

く
こ
こ
ま
で
発
展
し
て
き
た
全
脊
連
を
無
く
し
て
し
ま
う

の
は
非
常
に
も
つ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。
全
国
の
中
で
も

会
員
数
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
千
葉
県
支
部
か
ら
、
本
部
や
企

国
の
支
部
に
活
力
を
送
る
の
が
私
た
ち
現
役
員
の
使
命
と

考
え
て
い
ま
す
。
千
葉
県
の
活
動
を
も
つ
と
も
つ
と
活
発

に
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
け
る
と
思
い
ま

す
。
支
部
会
員
の
皆
様
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
支
部
活
動

に
ご
参
加
頂
く
だ
け
で
な
く
、
ご
意
見
等
も
頂
戴
で
き
ま

す
と
大
変
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
今
後
と
も
千
葉
県
支
部

活
動
の
活
発
化
に
是
非
と
も
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
私
か

ら
の
就
任
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

飯 岡 秀 之

‐
2‐
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平
成
二
十
七
年
度

千
葉
県
支
部
定
期
総
会
議
事
録

平
成
二
十
七
年
四
月
五
日
（日
）

市
原
市
〓
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（サ
ン
ハ
…
卜
Ｘ
階
研
修
室

□
旧
闇
Ψ
人
ア
イ
ウ
エ
オ
順
　
敬
称
略
）
１４
名

飯
岡
秀
之
、
石
井
正
彦

忍
　
司
、金
谷
喜
二
郎
、周
郷

折
Ｒ

千
葉

崚

露
崎
耕
平
、
露
崎
真
純
、
富
田
健

一
、

中
内
貞
夫

中
澤
恵
子
、
畠
山
直
久
、
深
井
瑞
模

若
林

武

囲
□
旧
園
田
囲

（ア
イ
ウ
エ
オ
順
　
敬
称
略
）
５５
名

荒
木
太
郎

飯
沼

勉
、
伊
豆

亮
、
磯
部
ゆ
い
、
伊
藤

功
、

伊
藤

満
、
太
田
貴
子
、
大
田

学
、
岡
本
武
二
、

小
倉
順
子
、
小
倉
義
人
、
甲
斐
洋

一
、
加
藤
照
雄
、

蕪
野
忠
雄
、
兼
弘
輝
臣
、
川
島
正
美
＾
川
名
も
と
子
、

木
内
完
樹
、
久
保
田
の
ぶ
子
、
熊
谷

一
圭業

小
池
好

一
、

小
島
徳
太
郎
、
後
藤
昌
三
、
小
林
宇
助
、
齋
正
仁
表

斉
藤

茂
、
酒
井
正
則
＾
坂
本
富
英
、
崎
村
洋
介
、

佐
久
間
久
佳
、
佐
藤

弘
、
篠
塚

巌
、
進
藤
加
代
子
、

鈴
木
道
子
、
染
谷
光
司
、
高
浦
智
也
、
高
岡
義
雄
、

音回
橋
成
佐
、
高
橋
和
薦
、
高
橋
友
夫
＾
宅
石
清
四
痰

知
念
洋
、
成
田
武
志
、
行
木

進
、
平
島

満
、
平
野
博
文
、

古
川
正
利
、
松
田
利
夫
、
三
上
功
生
、
御
郷
昌
亮
、

茂
本
文
夫
、
山
口
清
治
、
吉
江
健
志
、
吉
岡
久

一
、

吉
野
一
夫

【議
事
内
容
】

１
．
開
会
一呈
甲
・富
田

開
△
至
曇
一口の
象

亡
く
な
ら
れ
た
会
員
へ
の
黙
と
う
を
行

っ
た
。

）
２
．
支
部
長
あ
い
さ
つ
‥
石
井

小
雨
降
る
中
、
総
会
へ
お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
平
成
１７
年
度
か
ら
支
部
長
を
１０
年
間
歴
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
飯
岡
新
支
部
長
に
バ
ト
ン
タ
ツ
チ

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
と
障
害
者
駐
車
場
の
啓
発
活
動
を
重
点

項
目
に
上
げ
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
ま
ず
ま
ず
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
千
葉
リ
ハ
で
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

の
成
果
と
し
て
、
当
時
患
者
さ
ん
だ
つ
た
多
く
の
方
が
入

会
さ
れ
、
今
や
支
部
役
員
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
安
心
し

て
支
部
長
と
い
う
重
責
か
ら
降
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
は
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
、
支
部
長
に
あ
ま
り
負

担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
協
力
し
あ
っ
て
無
理
の
な
い
活

動
を
継
続
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

に
偏
ら
な
い
で
、
社
会
に
対
し
て
ど
ん
な
福
祉
を
臨
み
た

い
の
か
を
議
論
し
て
い
た
だ
き
、
本
部
や
県
に
要
望
を
提

出
す
る
な
ど
の
活
動
も
大
事
か
と
思
い
ま
す
。
長
い
問
ビ

協
力
あ
り
が
と
ュヽ

ざゝ
い
ま
し
た
。

３
．
議
長
選
出

議
長

‥
露
崎

４

資
曇

審

整

口

墾

暑

二
縁

会
員
出
席
者

１４
名
、
委
任
状
５５
名
、
出
席
と
み
な
す
会

口界
数
６９
名
、
４
月
５
日
現
在
支
部
会
員
１１２
名
　
会
則
第

‐７
条
に
よ
り
総
会
を
開
催
す
る
に
は
会
員
の
１
／
３
以

上
の
出
席

（委
任
状
を
含
め
る
）
と
認
め
ら
れ
る
の
で
総

会
は
成
立
と
み
な
す
。

５
・総
会
審
議
事

［第
１
号
議
案
］

平
成
２６
年
度
活
動
報
告

報
告
者

‥
石
井

り
毎
月
ピ
ァ
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
実
施
し
て
き
た
。

グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動

‥
１０
回

椰
剛
げ
げ
酎
「
‐
卜
活
動

一
。３
回

（吉
岡
氏
２
回
、

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
発
表
　
　
‥
２
回

（中
澤
氏
、
深
井
氏
）

電
話
に
て
の
ビ
ア
サ
ポ
ー
ト
ー０
回
以
上

②
イ
ベ
ン
ト
活
動
に
つ
い
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、　
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
チ
昼
食
会
、

ぶ
ど
う
狩
リ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
昼
食
会
、
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会

は
予
定
通
り
盛
況
に
実
施
で
き
た
。

υ
ブ
ロ
ッ
ク
会
主
催
ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
現
任
研
修
会
に

つ
い
て

千
葉
県
支
部
担
当
で
、

１２
月
７
日
に
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ

ザ
ち
ば
に
て
開
催
し
た
が
、
懇
親
会
は
支
部
忘
年
人公
と
兼

ね
て
実
施
し
た
の
で
、
参
加
者
が
多
く
盛
り
上
が
つ
た
。

［第
２
号
議
案
］

平
成
２６
年
度
会
計
報
告

墾

暑

忠

一半
成
２６
年
度
監
査
報
告
　
報
告
者

‥
中
澤

〔詳
細
は
議
案
書
ま
た
は

「脊
損
ち
ば
１
１
６
号
」
を
参

昭
じ

［第
３
号
議
案
］

平
成
２７
年
度
事
業
計
画

報
告
者

‥
飯
岡

０
第
４
回
食
事
会
の
開
催
　
７
月
中
旬

②
第
２３
回
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
昼
食
会
の
開
催
　
９
月

働
第
３
回
み
ん
な
の
音
楽
会
の
開
催
　
ｌｏ
月
ご
ろ

④
支
部
忘
年
〈（ム
の
開
催

‐２
月
６
日

（日
）
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
を
予
約
済

Ｏ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動

⑥
身
障
者
駐
車
場
マ
ナ
ー
啓
発
活
動

０
省
果
ムの
開
催

銘
　
吻
　
蜘
　
山
　
Ｍ

山
　
瑯

場
所
は
い
ず
れ
も
市
原
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（サ
ン
ハ
ー
ト
）

③
支
部
会
報

「脊
損
ち
ば
」
の
定
期
発
行
　
４
回
／
年

（６
、
８
、　
Ｈ
、
３
月
）
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働
千
葉
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
容
の
充
実

０
他
県
支
部
及
び
他
団
体
と
の
交
流

０
要
望
活
動
の
実
施

０

日
石
レ
オ
ン
と
の
燃
料
価
格
の
契
約
継
続

毎
月
の
契
約
価
格
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

⑩
脊
髄
関
連
及
び
障
害
者
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

モ
ニ
タ
ー
等
へ
の
協
力

［第
４
号
議
案
］

平
成
２７
年
度
予
算
　
報
告
者

‥
忍

〔詳
細
は
議
案
書
ま
た
は

「脊
損
ち
ば
１
１
６
号
」
を
参

照
〕

［第
５
号
議
案
］

役
員
組
織
見
直
し
に
つ
い
て

報
告
者

‥
飯
岡

③
関
東
甲
信
ブ
ロ
ツ
ク
ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
現
任
研
修
会

に
つ
い
て

長
野
県
支
部
担
当
　
Ｈ
月
１４
日

（土
）
～
１５
日

（日
）、

会
場
は
未
定

の
意
見

・
要
望
等

な
し

以
上
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

６
・議
長
の
解
任
　
露
崎

７
．
閉
人（至
曇
甲
・富
田

８
．
記
念
撮
影

り

入
会
者
　
　
３
月
入
会

‥
瀧
尾
雄

一
郎
氏

（市
川
芭

退
会
者
　
　
３
月
退
会
・細
谷
運
造
氏

（習
志
野
市
）、
稲

垣
』県
悦
氏

（佐
倉
市
）、
橋
本
次
郎
氏

（市
原
市
）、

小
黒
孝
雄
氏

（千
葉
市
）、
柴
崎
克
男
氏

（鴨
川
市
）、

宮
崎
順

一
氏

（市
原
市
）、
宮
川
英
二
氏

↑
天
網
白
里
市
）、

滝
口
仲
秋
氏

（御
宿
町
）、
矢
野
龍
雄
氏

（千
葉
市
）、

高
橋
善
治
氏

（千
葉
市
）、
秋
本
順

一
氏

（横
須
賀
市
）

②

Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト

（３
月
２４
日
ま
で
）

コ
ロ
プ
ラ
ス
ト
の
間
欠
導
尿
カ
テ
ー
テ
ル
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
協
力

（Ｗ
ｅ
ｂ
に
て
所
要
時
間
約
２０
ハ
ι

回
答
協
力
者
に
は

謝
金
と
し
て
１
，
０
０
０
円
の
Ｊ
Ｃ
Ｂ
券
が
郵
送

各
支
部
で
１０
名
以
上
の
回
答
者
の
協
力
が
あ
っ
た
場
合

は
、

１０
名
以
上
で
人
数
分
×
１
０
０
０
円
の
謝
金
が
支
部
に

協
力
事
務
費
と
し
て
入
金

③

エ
ネ
オ
ス
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
カ
ー
ド
契
約
価
格

◎
ハ
イ
オ
ク
＝
１
４
０
．
０
円
／
勝

◎
レ
ギ
ュ
ラ
ー
＝
１
２
９
．
０
円
／
腸

◎
軽
油
＝
１
１
０
．
０
円
／
腸

【本
部
報
告
事
項
】

１
．
第
１４
回
総
会
大
阪
府
大
会
に
つ
い
て

日
時

‥
平
成
２７
年
６
月
６
日

（土
）
　

代
表
者
会
議
帥

会
場

上
父
お
捏
青
者
交
流
セ
ン
タ
ー

（ビ
ツ
グ
ア
イ
）
大

阪
府
堺
市
南
区
茶
山
台
１
‐
８
１
１

支
部
か
ら
の
参
加
者

↓

露
崎
夫
妻

（お
子
さ
ん
２
名
含

む
）
‥
¨
～
ψ
、
若
林

（介
助
者
Ｔ
急
由
む
）
‥
∽
～
け

※
露
崎
夫
妻
の
お
子
さ
ん
の
費
用
を
タ
ビ
ツ
ク
ス
ジ
ヤ
パ

ン
に
要
確
認

（担
当

‥
飯
Ｕ

申
し
込
み
期
限

‥
４
月
２５
日
　

（担
当

・・飯
岡
）

参
加
費
及
び
拠
出
金

（１
万
円
）

■
女
　
　
子

　

会

‥
進
藤
加
代
子
　
中
澤
恵
子

■
会

計

監

査

‥
中
澤
恵
子

畠
山
直
久

■
相

　

談

　

役

‥
千
葉

均

金
谷
一量
二
郎

■
中
内
貞
夫
氏

金
削
財
務
）
、
周
郷
折
口入
金
円
情
報
通
信
）、

滝
口
仲
秋
氏

（前
相
談
役
）
は
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

［第
６
号
議
案
］

そ
の
他
の
案
件
　
報
告
者

‥
飯
岡

①
第
１４
回
総
会
大
阪
府
大
会
に
つ
い
て

６
月
５
日

（金
）
・
６
日

（土
）
。
７
日

（日
）

国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー

（ビ
ツ
グ
ア
イ
）

大
阪
府
堺
市

②
第
３８
回
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
つ
い
て

埼
玉
県
支
部
担
当
　
日
時
、
会
場
未
定

第 蔑

一十
七
年
度

固
定
例
役
員
会
議
事
録

華
一一一和軽
尭
簡
鐸彊
ぎ
壁

囲
胴
□

・八
ア
イ
ウ
エ
オ
順
　
敬
称
略
）
１２
名

飯
国
分
之
、
石
井
正
蔵

忍
　
司
、金
谷
喜
二
郎
、
千
葉

均
、

壼
豚
耕
平

壺膵
箕
縦

富
田
健

一
、
中
澤
恵
子
、
畠
山
直
久
、
深
井
瑞
穂
、
若
林

武

【
一
般
経
過
報
告
】

１
．
千
葉
リ
ハ
関
係

ω

３
月
２６
日
　
深
井
氏
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

「気
軽
に
話
を
聞
こ
う
会
」

参
加
者

‥
深
井
＾
若
林

２
．
会
計
監
査
の
実
施

３
月
２０
日
　
財
務

‥
忍
、

監
査

‥
中
澤
、
畠
山
氏
が
監
査
を
実
施

３
．
そ
の
他

■
支

　

部

　

長

‥
飯
岡
秀
之

■
副

支

部ヽ

長

‥
露
崎
耕
平

■
財
　
　
　
　
務

‥
忍

司

■
広
　
　
　
　
報
・千
葉

均

■
相

談

支

援
音

興

一

■
企
　
　
　
　
　
画

‥
飯
岡
秀
之

■
情

報

通

信

‥
千
葉

均

■
労
災
遺
族
年
金
‥
石
井
正
彦

一有
裕
武

富
田
健

一　
荒
木
太
郎

若
林

武
　
深
井
瑞
穂

露
崎
耕
平

‐4‐



1977年 12月 3日 第 3種郵便物認可  SSKP脊損ニュース 脊損ちば 2015年 6月 23日発行 通巻第 6055号

振
込
み
期
限
‥
４
月
３０
日

（担
当

‥
忍
）

感
謝
状
贈
呈
者
の
推
薦

‥
石
井
前
支
部
長

天
「後
の
支
部
活
動
予
定
及
び
審
議
事
項
】

１
．
会
報
１
１
７
号
を
発
行
に
つ
い
て

り

昼
愧
椿
笹
当

。
「平
成
２７
年
度
定
期
総
会
報
告
守
・石
井

・
コ半
成
２７
年
度
第
１
回
役
員
会
議
事
録
∵
・飯
岡

・
千
葉
リ
ハ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
報
告

‥
千
葉

。
支
部
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
お
知
ら
せ
‥
千
葉

。
「Ｍ
ｙ
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｌ
．
１６
」
‥
進
藤

。
「子
育
て
日
記
～
シ
ン
マ
イ
父
さ
ん
が
行
く
×
２

ｖ
ｏ
‐
．

‐５

」
・・露
崎

。
「ス
マ
イ
ル
チ
エ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〓
・深
井

・
食
事
会
の
ご
案
内

‥
中
澤

②
原
稿
〆
切
＝
∽

（納
品
の
約
２
週
間
芭

　
　
編
集

終
了
印
刷
依
頼
　
会
報
納
品
＝
吻

編
集
終
了
後
、
メ
ー
ル
に
て
直
接
印
刷
所
に
送
る
‥
千
葉

印
刷
所
か
ら
の
納
品
先

‥
千
葉

２
．
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

４
月

‥
４
月
２４
日

（本
Ｙ
・テ
ー
マ

「家
屋
に
つ
い
て
」

参
加
者

‥
若
林
、
深
井

５
月
‥
５
月
２２
日

（木
Ｙ
・テ
ー
マ
未
定

参
加
者

‥
若
林
、
深
井
い
中
澤

千
葉
リ
ハ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
受

入
れ
規
則
の
改
正

↓

要ホ
ラ
ン
テ
イ
ア
申
込
書

企第
１
号
様
式
と

の
１
人
１

枚
提
出
が
必
要

↓
支
部
れ響
貝
Ｈ
名
が
記
載
済
（残
り
も
郵
送
に
て
記
載

を
依
頼
す
る
）
で
あ
り
、
４
月
中
に
千
葉
リ
ハ
提
出

※
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
助
成
金
の
振
込
先
を
千
葉
興
銀
か
ら
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
に
変
更
可
能
か
本
部
に
確
認

２
当
・飯
岡
）

３
．
食
事
会
に
つ
い
て

日
時

‥
７
月
２６
日

（日
）
予
定

場
所
‥
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
予
定

女
子
会
の
進
藤
氏
と
中
澤
氏
が
会
場
や
食
事
内
容
等
詳
細

を
決
定
後
、
飯
岡
ま
で
連
絡

４
。
そ
の
他

ω

ス
マ
イ
ル
チ
ェ
ア
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

深
井
氏
が
作
成
し
た
ス
マ
イ
ル
チ
ェ
ア
ス
テ
ッ
カ
ー
が
全

国
に
広
ま
っ
て
お
り
、
支
部
で
も
そ
れ
を
応
援

方
法

‥
ま
ず
は
、
６
月
の
会
報
に
掲
載

（紹
介
文
は
深
井

氏
が
作
‘

②

４
月
２６
日

（日
）
「深
井
会
」
開
催

深
井
氏
宅
に
て
食
事

（ピ
ザ
、
蕎
麦
等
）
を
し
な
が
ら
、

蕎
麦
打
ち
、
腹
話
術
師
、
ギ
タ
ー
演
奏
、
三
線
演
奏
等
盛

り
だ
く
さ
ん
の
お
楽
し
み
会
を
開
催

参
加
予
定
者

‥
中
澤
、
露
崎
夫
妻
、
畠
山
、
飯
岡

◎
次
回
役
員
　
平
成
２７
年
６
月
２‐
日

（日
）

皿

１０
時
～
サ
ン
ハ
ー
ト
　
２Ｆ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ル
ー
ム

会
議
前
に
脊
損
ち
ば
１
１
７
号
の
発
送
準
備
を
行
，２

墨

量

曇

拠

些

曇

績
冒

蔭

娘

覇

ｇ

平
成
２６
年
度
千
葉
星
〓
部

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
報
告

■
テ
ー
マ
　
自
動
車
で
の
移
動
に
つ
い
て

■
２
０
１
５
年
２
月
２６
日

（木
）
３
２
丁
イ
ル
ー
ム

■
参
加
者
　
Ａ
様
、
Ｂ
様
、
ｃ
様
、
Ｄ
様
、
Ｅ
様
、

Ｆ
博
状

Ｇ
維
状

Ｈ
雄
峻

Ｉ
様

■
全
脊
連
　
進
藤
様
、
若
林
様

■
ス
タ
ッ
フ
　
Ｓ
Ｗ
山
崎
、
会
澤
、
Ｐ
Ｔ
三
橋
、

Ｐ
ｓ
Ｔ
斯
波
、
小
菅

■
内
容
　
自
動
車
で
の
移
動
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、

適
宜
質
問

今
回
は
、
自
動
車
で
の
移
動
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
い
ま

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
出
崎
さ
ん
に
、
頚
損
・胸
腰
損
ど
ち
ら
の

方
に
も
共
通
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「車
に
乗
る
前
に
知

っ
て
お
き
た
い
１０
の
こ
と
」
を
ま
と
め
て
も
ら
い
、そ
れ

に
沿
っ
て
連
含
会
の
方
に
体
験
談
や
勁里
』笛
〔を
お
話
し
し

て
頂
＜
形
で
進
み
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
「ト
イ
レ
に
関
す
る
不
安
」と
い
う
身
近
な
話

題
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
連
含
会
の
方
か
ら
は
、

「自
分
の
排
泄
の
リ
ズ
ム
や
自
分
に
あ
っ
た
方
法
（器
具
、

摘
便
方
法
）を
獲
得
す
る
ま
で
が
大
変
だ
っ
た
が
、
そ
れ

を
掴
ん
で
し
ま
え
ば
外
出
の
不
安
が
減
る
」と
の
お
話
を

頂
き
ま
し
た
。
入
院
中
は
、
摂
取
量
と
排
出
量
を
量
る
の

で
、そ
こ
で
自
分
の
基
本
リ
ズ
ム
を
掴
む
こ
と
が
大
事
だ

そ
う
で
す
。
患
者
様
か
ら
、
「定
時
に
は
き
ち
ん
と
ト
イ
レ

に
行
っ
て
い
た
が
、先
日
汗
を
か
い
て
血
圧
が
非
常
に
高

＜
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
す
ぐ
に
ト
イ
レ
に
行
っ
た
ら
出

⑮ o%DSO支 部 か ら の お 知 島 せ DSの SOS

◎新入会の紹介

会員No.291 兼広輝臣様 (我孫子市)

会員No.292 瀧尾雄一郎様 (市川市)

◎5月 エネオス価格 (税込み)

ハィォク 143円

レギュラー 132円

軽,由 110円

◎寄付をいただいた方

明比勅様 酒井正即l様 中内貞夫様

◎はがき口切手寄贈者

中内貞夫様 石井正彦様 飯岡秀之様
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た
。
」
と
い
う
体
験
談
も
聞
か
れ
、
「尿
意
で
は
な
＜
別
の

サ
イ
ン
で
排
尿
を
知
ら
せ
て
い
る
タ
イ
プ
。
そ
う
い
っ
た

サ
イ
ン
を
参
者
に
ト
イ
レ
に
行
＜
と
い
う
人
も
い
る
が
、

血
圧
が
上
が
り
す
ぎ
る
の
は
よ
＜
な
い
の
で
、で
き
れ
ば

汗
を
か
＜
前
に
行
っ
た
方
が
い
い
。
」
と
ス
タ
ツ
フ
か
ら
お

話
し
し
ま
し
た
。
ま
た
、実
際
に
外
出
す
る
際
は
予
め
目

的
地
を
決
め
て
、
そ
こ
に
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
が
あ
る
か

ど
う
か
確
認
し
て
か
ら
行
＜
こ
と
も
大
切
で
す
。
続
い
て
、

「自
動
車
に
関
す
る
情
報
」
に
つ
い
て
伝
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
介
助
者
の
運
転
で
乗
る
福
祉
車
両

の
種
想
手
帳
の
メ
リ
ッ
ト
・運
転
の
装
置
・駐
車
場
対
策
な

ど
で
す
。
福
祉
車
両
に
は
、
後
ろ
か
ら
ス
ロ
ー
プ
で
車
い

す
の
ま
ま
入
れ
る
車
や
、助
手
席
が
回
転
し
て
そ
こ
に
移

乗
す
る
タ
イ
プ
等
が
あ
り
ま
す
。
一Ｃ
う
し
た
車
の
購
入

や
オ
プ
シ
ョ
ン
追
加
の
前
に
は
、
各
種
手
続
き
を
忘
れ
ず

に
行
一つ
」
と
が
肝
心
だ
そ
う
で
す
。
磨
堅
∞者
手
帳
に
よ
っ

て
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、福
祉
車
両
と
し
て
販

売
さ
れ
て
い
る
車
は
消
薔
締
が
か
か
り
ま
せ
ん
が
、手
帳

を
利
用
す
る
こ
と
で
更
に
湖
税
と
な
っ
た
り
、助
成
が
受

け
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
そ
う
で
す
。
例
え
ば
〈つあ
る
車
に

手
動
装
置
を
付
け
る
場
合
、

１０
万
円
の
助
成
金
が
で
ま

す
。役
所
で
の
手
続
き
を
先
に
し
な
い
と
受
け
ら
れ
な
い

の
で
、亡ハれ
ず
に
行
い
ま
し
よ
つ
。
（運
転
席
に
移
っ
た
後

に
、車
椅
子
を
自
動
で
車
の
上
に
収
納
し
て
＜
れ
る
装
置

も
オ
プ
シ
∃
ン
で
あ
り
ま
す
が
、
助
成
金
は
出
ず

５０
～

６０
万
負
担
と
な
る
そ
う
で
す
。
）

運
転
に
際
し
て
、̈
ｃ

自
分
で
運
転
す
る
場
合
は
免
許
セ
ン
タ
ー
に
行
き
、適
性

検
査
を
受
け
る
必
一安
が
あ
り
ま
す
。実
車
教
習
を
４
時
間

程
度
受
け
ら
れ
る
教
習
所
も
あ
る
た
め
、心
配
な
方
は
実

際
に
運
転
す
る
前
に
練
習
し
て
み
る
の
も
よ
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
運
転
中
は
プ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
意
識
的
に
行
っ

た
り
、
グ
ッ
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
褥
癒
対
策
を
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

ま
た
、車
で
い
ざ
外
出
す
る
と
困
る
の
は
駐
車
場
と
の

こ
と
。
大
き
な
施
設
に
は
あ
り
ま
す
が
、こ
じ
ん
ま
り
し

た
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
は
十
分
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な
い

。‥
、
そ
ん
な
時
は
「歩
行
困
難
者
使
用
中
」
と
い
う
カ
ー
ド

を
敬一豪
示で
発
行
し
て
も
ら
う
と
、叶殊
示
を
さ
ら
れ
ず
車
が

停
め
て
お
け
ま
す
。
た
だ
し
、期
限
は
３
年
間
、
更
新
の
お

知
ら
せ
な
ど
は
こ
な
い
の
で
、自
分
で
忘
れ
な
い
よ
う
に

覚
え
て
お
＜
必
要
が
あ
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
か
ら
「痙
性
や
痺
れ
も
あ
り
、突
然
足
が
バ

ー
ン
と
動
い
て
ア
ク
セ
ル
等
を
踏
ん
で
し
ま
わ
な
い
か

心
配
、手
も
使
い
づ
ら
い
し
」
と
の
ご
相
談
が
あ
り
ま
し

た
が
、
「踏
み
込
み
防
止
の
板
を
つ
け
ら
れ
る
。
ベ
ダ
ル
位

置
を
変
え
ら
れ
た
り
、ボ
タ
ン
で
操
作
す
る
も
の
も
あ
っ

た
り
、
最
近
は
様
々
な
機
械
が
出
て
き
て
い
る
。
自
分
の

状
態
だ
っ
た
ら
、ど
ん
な
装
置
が
あ
れ
ば
運
転
可
能
に
な

る
の
か
を
主
治
医
と
よ
＜
相
談
し
て
み
て
下
さ
い
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

退
院
後
の
生
活
に
お
い
て
重
要
な
、自
動
車
で
の
移
動
。

今
回
お
伝
え
し
た
外
出
の
注
意
点
や
自
動
車
に
関
す
る

諸
情
報
を
元
に
、̈
ｃ
家
族
や
関
係
者
と
相
談
し
て
頂
け
る

と
良
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。「
ｃ
参
加
頂
い
た

皆
様
、
あ
り
が
と
一２
ｃざ
い
ま
し
た
。

■
テ
ー
マ
　
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

■
２
０
１
５
年
３
月
２６

日
３
Ｃ
デ
イ
ル
ー
ム

■
参
加
者
　
Ａ
様
ヽ
Ｂ
様
ヽ
Ｃ
様
ヽ
Ｄ
様

■
全
脊
連
　
深
井
様

（ロ
ー
ル
モ
デ
ル
）、
若
林
様

■
ス
タ
ッ
フ
　
会
澤
、
上
野
、
斯
波
、
小
菅

■
内
容
　
深
井
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
、
適
宜
質
問

今
回
は
□
―
ル
モ
デ
ル
と
し
て
、
Ｎ峰
聖
∃
セ
ン
タ
ー
に

入
院
さ
れ
て
い
た
深
丼
さ
ん
に
い
ら
し
て
頂
き
ま
し
た
。

最
初
に
自
己
紹
介
を
し
て
か
ら
、
入
院
中
に
感
じ
て
い
た

こ
と
、退
院
％
の
過
ご
し
方
、そ
し
て
現
在
の
生
活
に
つ
い

て
、
非
常
に
フ
ラ
ン
ク
な
雰
囲
気
で
お
話
し
い
た
だ
き
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

深
丼
さ
ん
は
、
交
通
事
故
で
２
０
０
９
年
に
千
葉
リ
ハ

に
入
院
さ
れ
、
１
年
間
入
院
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
初
は

３
～
４
ヶ
月
で
退
院
と
言
わ
れ
て
い
た
の
に
、褥
癒
な
ど

も
あ
り
期
間
が
伸
び
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
後
が
ら
入

院
し
て
き
た
患
者
さ
ん
が
先
に
退
院
し
て
い
＜
な
ど
寂

し
い
思
い
も
し
た
け
れ
ど
、
長
＜
い
た
分
、
病
院
ス
タ
ッ

フ
と
も
仲
良
く
な
れ
た
と
姻

て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
入

院
中
は
、ピ
ア
で
お
話
に
来
る
脊
損
連
合
会
の
メ
ン
バ
ー

さ
ん
に
対
し
て
“あ
な
た
た
ち
は
社

，ス
に
出
て
る
し
いξ
つ

ん
だ
よ
な
０

，，
‥
と
温
度
差
を
感
じ
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、車
い
す
の
自
分
の
姿
を
見
ら
れ
る
と
い
う
の
が
と

て
も
怖
い
、そ
れ
ま
で
は
一匹
ヌ
に
生
き
て
き
た
の
に
…
シ

ョ
ッ
ク
で
、
本
当
に
外
に
出
ら
れ
る
の
か
な
？
と
随
分
不

安
に
思
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

退
院
し
て
も
し
ば
ら
＜
は
外
と
の
繋
が
り
が
な
＜
、

ＴＶ
と
新
聞
が
お
友
達
状
態
。ベ
ッ
ド
に

一
日
寝
て
い
る
こ

と
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
の
よ
う
に
活
動
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、家
族
に
色
々
な
と
こ
ろ
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
た
り
、旅
行
な
ど
を
体
験
し
た
こ
と
が
大

き
＜
関
係
し
て
い
る
と
お
っ
し
や
っ
て
い
ま
し
た
。
訪
間

看
護
を
受
け
て
体
の
ケ
ア
方
法
が
安
定
す
る
と
、徐
衣
に

外
出
に
対
す
る
一企
女
も
湖
り
、家
族
以
外
の
人
と
の
つ
な

が
り
を
広
げ
た
こ
と
で
、
“車
い
す
で
こ
ん
な
こ
と
も
出

来
る
じ
や
ん
”と
と
て
も
ア
ク
テ
ィ
プ
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
過
ご
し
方

は
、
水
泳
を
し
た
り
鉤
り
を
し
た
り
、車
い
す
マ
ー
ク
を

親
し
み
や
す
＜
デ
ザ
イ
ン
し
て
ス
テ
ッ
カ
ー
に
す
る
な

ど
創
作
活
動
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
色
々
な
企
業

に
協
賛
し
て
も
ら
い
、車
椅
子
で
鉤
り
に
行
こ
う
と
い
う
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イ
ベ
ン
ト
の
企
画
も
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
「障
害
者
に

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、性
格
は
変
わ
ら
な
い
。
元
々
暗
い

人
は
暗
い
し
、
明
る
い
人
は
明
る
い
。
健
常
者
で
も
障
害

者
で
も

一
度
の
人
生
な
の
で
、明
る
＜
楽
し
＜
生
き
た
ほ

う
が
楽
し
い
。
笑
っ
て
生
き
た
ほ
う
が
い
い
。
ど
ん
ど
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
っ
て
い
う
の
は
ど
ん
な
人
に
も

必
要
ヽ
こ
れ
で
い
い
や
っ
て
思
う
よ
う
な
人
は
変
わ
れ
な

い
。
」
と
話
す
お
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

入
院
患
者
さ
ん
と
の
や
り
と
り
で
は
、旅
行
に
つ
い
て
、

自
動
車
運
転
に
つ
い
て
、性
の
こ
と
、
［蜃
」
ろ
の
体
調
管
理

の
こ
と
な
ど
多
岐
に
渡
る
話
題
が
出
て
い
ま
し
た
。
テ
ー

マ
を
絞
っ
て
行
う
普
段
の
ビ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
は
違
い
、お

一
人
の
方
の
生
き
方
そ
の
も
の
を
見
せ
て
頂
け
る
の
で
、

単
に
情
報
を
得
る
だ
け
で
な
＜
感
銘
を
受
け
る
よ
う
な

回
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
日取
後
に
、
入
院
患
者

さ
ん
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
「今
日
の
話
を
聞
い
て
、

何
か
に
興
味
や
関
心
を
持
っ
た
り
、幸
せ
に
な
る
権
利
は

誰
に
で
も
あ
る
と
思
う
か
ら
、や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
た
。
人
そ
れ
ぞ
れ
で
目
標
と
か
思
い
描

い
て
い
る
こ
と
は
違
う
。
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
動
い
て

い
た
こ
と
が
、
車
い
す
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
大
変
で
は
あ
る

け
れ
ど
、諦
め
た
ら
終
わ
り
だ
か
ら
、多
少
大
変
で
も
や

っ
て
い
こ
う
か
な
と
思
っ
て
い
る
。
」

深
丼
さ
ん
、「
ｃ
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、ど
う
も
あ
り

が
と
一ス
ｃざ
い
ま
し
た
。

暑

塁

桑

墾

量

麗

）

平
成
２７
年
巌
黛
基
香
塁
文
部

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
報
告

■
テ
ー
マ
　
家
屋
に
つ
い
て

■
２
０
１
５
年
４
月
２３

日
３
Ｃ
デ
イ
ル
ー
ム

■
参
加
者
　
Ａ
様
ヽ
Ｂ
様
ヽ
Ｃ
様
ヽ
Ｄ
様
、
二
優

Ｆ
機
ヽ
Ｇ
濃
鷲
Ｈ
様

■
全
脊
連
　
・若
林
様
、
深
井
様

■
ス
タ
ツ
フ
　
山
崎
、
Ｓ
Ｗ
会
沢
、
Ｐ
ｓ
Ｔ
斯
波
、
小
菅

■
内
容
　
家
屋
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、
適
宜
質
問

今
回
は
、
「家
に
帰
る
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
了
つ
の
こ

と
」
を
扱
い
ま
し
た
。
退
院
し
て
か
ら
の
生
活
を
見
握
え
、

皆
様
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ま
ず
、玄
関
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。
ス
ロ
ー
プ
や
昇

降
機
を
つ
け
る
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、昇
降
機
は
値
段
が

高
い
（倉
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
使
え
る
方
は
レ
ン
タ
ル
、

そ
れ
以
外
の
方
は
自
費
で
５０
万
程
度
か
か
る
）、停
電
時

に
困
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
よ
う
な
の
で
慎
重

な
検
討
が
必
一寒
そ
う
で
す
。
連
含
会
の
方
は
お
二
人
共
ス

□
―
プ
を
ご
使
用
で
す
が
、
ア
パ
ー
ト
で
も
大
家
さ
ん
に

相
談
し
た
ら
工
事
が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。
各
種
ド
ア

は
、
引
き
戸
の
方
が
開
け
や
す
い
そ
う
で
す
。
間
□
が
広

げ
ら
れ
な
い
家
に
は
、
引
き
込
み
戸
と
い
う
も
の
も
あ

る
よ
う
で
す
が
、
お
値
段
は
や
や
高
め
（
１３
万
程
度
）で

す
。次

に
、生
活
動
線
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。
家
の
中
で
は

と
に
か
＜
車
い
す
で
快
適
に
過
ご
せ
る
環
境
を
設
定
す

る
こ
と
が
大
切
で
、
自
分
が
ど
こ
ま
で
動
け
る
の
か
、
入

院
中
に
担
当
Ｐ
Ｔ
や
Ｏ
Ｔ
と
よ
＜
相
談
し
て
お
＜
と
良
い

よ
う
で
す
。
由祭
り
床
材
は
、
畳
だ
と
車
い
す
で
走
る
と
傷

ん
で
し
ま
う
の
で
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
方
が
オ
ス
ス
メ
と

の
こ
と
で
し
た
。
お
風
呂
に
つ
い
て
は
、洗
い
場
と
浴
槽

の
段
差
を
少
な
＜
す
る
た
め
に
す
の
こ
を
敷
＜
案
が
あ

り
、
連
含
会
の
方
も
そ
の
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
石
鹸
が
つ
い
て
し
ま
い
掃
除
が
大
変
で
結
局
改

修
し
た
と
い
う
話
も
あ
り
、
同
様
の
手
段
を
考
え
て
い
た

患
者
さ
ん
も
参
者
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。
フ
ラ
ッ
ト
な

お
風
呂
場
の
場
合
は
、シ
ャ
ワ
ー
チ
エ
ア
で
入
り
、バ
ス
ボ

ー
ド
を
使
っ
て
浴
槽
に
入
る
と
い
う
案
も
あ
り
ま
し
た
。

他
に
も
、組
み
立
て
式
の
す
の
こ
、機
械
に
座
っ
て
そ
の
ま

ま
浴
槽
に
沈
む
タ
イ
プ
、
リ
フ
タ
ー
を
使
う
、訪
間
入
浴

を
利
用
す
る
と
い
う
手
段
が
あ
る
そ
う
で
す
。
手
す
り

を
つ
け
る
等
の
案
も
あ
り
ま
す
が
、「
」
自
分
の
使
い
や
す

い
３
分
に
な
い
と
結
局
は
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

Ｐ
Ｔ
ｏ
Ｔ
と
よ
＜
検
討
し
た
方
が
良
さ
そ
う
で
す
。
湯
船

に
つ
か
る
と
む
＜
み
や
血
行
な
ど
が
よ
＜
な
り
、リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
も
あ
る
た
め
、
で
き
れ
ば
シ
ャ
ワ
ー
で
済
ま
さ

ず
に
浴
槽
に
入
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
い
で
す
ね
。

ト
イ
レ
に
つ
い
て
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。家
具
や
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
積
ん
で
、物
や
手
を
置
げ
る
場
所
を
確

保
し
て
い
る
例
、座
面
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
置
い
て
高
さ
を
調

整
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。
ト
イ
レ
が
狭
く
車
い
す
で
奥
ま

で
入
れ
な
か
っ
た
の
で
、店堅
座
ま
で
移
動
す
る
た
め
の
手

す
り
を
つ
け
た
が
、車
い
す
の
幅
を
狭
＜
し
た
と
こ
ろ
そ

の
ま
ま
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
〈フ
は
手
す
り
は
要
ら
な

＜
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
連
〈只
ムの
方
の
体
験
談
も
あ

り
ま
し
た
。

さ
て
、
色
々
な
改
修
を
す
る
際
に
は
、と
に
か
＜
「事
前

の
確
認
」が
大
切
に
な
り
ま
す
。
弁
護
保
険
で
ど
れ
＜
ら

い
使
え
る
の
か
、手
帳
の
サ
ー
ビ
ス
は
前
年
度
の
課
税
状

況
が
関
係
し
、自
の
は
対
象
に
な
る
の
か
等
、
細
か
い
基

準
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、担
当
の
ワ
ー
カ
ー
に
し
っ
か
り

と
確
認
し
ま
し
ょ
つ
。
市
町
村
の
担
当
者
に
「自
分
は
何

が
使
え
る
ん
で
す
か
？
」
と
聞
い
て
提
示
し
て
も
ら
う
の

も
良
い
で
し
ょ
つ
。

続
い
て
、
日
々
の
生
活
の
た
め
に
は
質
の
良
い
睡
眠
が

大
切
で
あ
る
、と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
脊
損
患
者

さ
ん
は
、
痛
み
や
痙
性
、夜
間
の
ト
イ
レ
の
た
め
に
熟
睡

-7-
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し
づ
ら
い
方
も
多
い
た
め
、
ど
う
し
た
ら
自
分
が
気
持

ち
よ
＜
寝
ら
れ
る
の
か
、入
院
中
か
ら
試
行
錯
誤
す
る
と

良
い
よ
う
で
す
（例
え
ば
寝
返
り
が
う
ま
＜
で
き
る
グ
ッ

ズ
、
手
す
り
、
グ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
）。
連
合
会
の
方
か
ら
は

「家
じ
ゃ
な
い
か
ら
熟
睡
は
難
し
い
か
も
ね
。
由家
に
か
え
っ

て
実
際
に
寝
て
み
て
、
自
分
で
段
々
い
い
状
況
を
つ
＜
っ

て
い
＜
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？
」と
い
う
ご
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。
退
院
す
る
前
に
確
認
公
ｃ
自
分
の
状
態
で
ど
の
程

度
動
け
る
か
、ト
イ
レ
や
浴
槽
の
適
切
な
高
さ
な
ど
）し

た
り
、
退
院
後
も
市
町
村
と
連
絡
を
と
っ
た
り
…
や
る
べ

き
こ
と
が
い
＜
つ
も
あ
り
大
変
で
す
が
、
１
つ
ず
つ
確
実

に
進
め
て
い
＜
こ
と
が
快
適
な
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い
＜

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
「
ｃ
参
加
頂
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
車
に
乗
ろ
う
・運
転
し
よ
う
》

今
回
は
、自
動
車
で
の
移
動
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
い
ま

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
出
崎
さ
ん
に
、
頚
損
・胸
腰
損
ど
ち
ら
の

方
に
も
共
通
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「車
に
乗
る
前
に
知

っ
て
お
き
た
い
１０
の
こ
と
」
を
ま
と
め
て
も
ら
い
、そ
れ

に
沿
っ
て
連
〈只
（
〕方
に
体
験
談
や
印詈
雷
小を
お
話
し
し

て
頂
き
ま
し
た
。
後
半
に
は
、
実
際
に
連
含
会
の
方
が
運

転
さ
れ
て
い
る
車
を
外
に
見
に
行
き
、ト
ラ
ン
ス
の
方
法

や
手
動
装
置
に
つ
い
て
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
「ト
イ
レ
に
関
す
る
不
安
」
と
い
う
身
近
な
話

題
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
入
院
中
に
自
分
の
排
泄
の

基
本
リ
ズ
ム
（何
を
ど
れ
＜
ら
い
飲
ん
だ
ら
ど
う
な
る

か
、気
温
の
変
化
で
ど
う
変
わ
る
か
等
）を
つ
か
む
こ
と

が
大
切
で
、〈
フ
ま
で
は
体
が
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
た
け
れ

ど
、
〈フ後
は
頭
で
計
画
的
に
者
え
て
い
＜
こ
と
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
連
合
会
の
方
か
ら
は
「車
の
中
で

出
て
し
ま
う
な
ど
、失
敗
も
し
た
。
」
習
取
初
は
落
ち
込
ん

だ
よ
。
」
「で
も
慣
れ
る
か
ら
大
丈
夫
。
」
等
の
お
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
を
つ
け
る
・

男
性
で
は
イ
ン
ケ
ア
十
バ
ッ
グ
を
つ
け
て
腹
圧
で
出
す
等
、

様
々
な
対
応
法
が
あ
る
こ
と
も
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

実
際
に
外
出
す
る
際
は
予
め
目
的
地
を
決
め
て
、そ
こ
に

利
用
で
き
る
ト
イ
レ
が
あ
る
か
ど
う
か
確
認
し
て
か
ら

行
っ
た
り
、車
の
中
に
着
替
え
を
用
三思
し
て
お
＜
と
安
心

で
す
。
患
者
さ
ん
か
ら
「コ
ン
ビ
ニ
の
ト
イ
レ
は
？
」
と
い

う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
“新
店
舗
は
狭
い
け
れ
ど
入

れ
る
ト
イ
レ
が
あ
る
”
そ
う
で
す
。
大
き
な
ス
ー
パ
ー

や
シ
∃
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
は
必
ず
あ
り
ま
す
。

続
い
て
、
「自
動
車
に
関
す
る
情
報
」
に
つ
い
て
伝
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
介
助
者
の
運
転
で
乗
る
福
祉
車
両
の
種

類
・手
帳
の
メ
リ
ッ
ト
・運
転
の
装
置
こ
雌
覆
黎
墾
会
は
ど
で

す
。
福
祉
車
両
に
は
、
後
ろ
か
ら
ス
ロ
ー
プ
で
車
い
す
の

ま
ま
入
る
車
や
、助
手
席
が
回
転
し
て
そ
こ
に
移
栞
す
る

タ
イ
プ
等
が
あ
り
ま
す
。
に壁
告
者
手
帳
に
よ
っ
て
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
自
動
車
税
の
減
税
や
、福
祉
車

両
と
し
て
販
売
さ
れ
る
車
は
消
薔
一税
が
か
か
ら
な
い
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
今
あ
る
車
に
手
動
装
置
を

付
け
る
場
〈
口、
最
大
１０
万
円
の
助
成
金
（前
年
度
の
収
入

に
よ
る
の
で
役
所
で
要
確
認
）が
出
ま
す
が
、
手
続
き
を

先
に
し
な
い
と
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、
亡劣
仙
ず
に
行
い
ま

し
ょ
つ
。
手
動
装
置
は
層
車
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
車

（外
車
や
古
い
車
）
に
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
、他
に
も
ご

本
人
に
合
わ
せ
た
色
々
な
タ
イ
プ
の
サ
ポ
ー
ト
品
が
あ

）

る
と
の
こ
と
で
す
（運
転
席
に
移
っ
た
後
、車
い
す
を
自
動

で
車
上
に
収
納
し
て
＜
れ
る
装
置
も
あ
り
ま
す
が
、こ
ち

ら
は
助
成
金
な
し
で
５０
万
～
自
己
負
担
だ
そ
う
で
す
）。

そ
の
他
に
も
「Ｅ
丁
Ｃ
割
引
（登
録
し
た
車
は
高
速
道
路
料

金
が
半
額

‥
要
登
録
と
や
「駐
車
禁
止
除
外
車
証
（道
路

交
通
法
で
ＮＧ
な
部
分
以
外
は
駐
車
禁
上
場
所
で
も
停
車

可
‥
敬一員
示署
に
て
申
請
と
が
あ
る
の
で
、必
要
に
応
じ
て

活
用
し
ま
し
ょ
つ
。
車
い
す
用
の
駐
車
場
が
な
い
ス
ト
パ

ー
な
ど
の
対
策
と
し
て
は
、出
来
る
だ
け
端
に
停
め
て
ド

ア
開
放
の
ス
ベ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
い
っ
た
工
夫
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
運
転
す
る
前
に
は
、
免
許
セ
ン
タ
ー
に

行
っ
て
適
性
検
査
（ト
ラ
ン
ス
・ハ
ン
ド
ル
操
作
な
ど
を
見

て
も
ら
う
）を
受
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
運
転
中
の
工

夫
と
し
て
プ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
ク
ッ
シ
∃
ン
を
活
用
し
て
褥

層
対
策
を
す
る
こ
と
等
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
と
連
〈只
ムの
方
の
お
車
を

見
に
行
き
ま
し
た
。
手
動
装
置
を
触
ら
せ
て
頂
い
た
り
、

車
椅
子
の
積
み
込
み
方
法
を
間
近
で
見
せ
て
頂
き
、皆
様

熱
心
に
見
学
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
実
際
に
見
せ

て
頂
い
た
こ
と
で
、
退
院
後
の
生
活
に
つ
い
て
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
持
て
た
の
で
は
な
い
で
し
よ
つ
か
。
¨
ｃ
参
加

頂
い
た
皆
様
、あ
り
が
と
一ｎ
ｃざ
い
ま
し
た

◎
Ｉ
Ｃ
Ｆ

（ア
イ
シ
ー
エ
フ
）

↓
国
際
生
活
機
能
分
類

◎
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

（ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
シ
ョ
ウ
コ
ウ

グ
ン
）

発
達
障
害
の
一
種
で
、
知
能
と
言
語
の
発
達
は
保
た
れ
て

い
る
が
、
対
人
関
係
の
障
害
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

障
害
及
び
行
動
と
興
味
の
範
囲
が
限
局
的
で
常
同
的
で
あ

る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

■
テ
ー
マ
　
自
動
車
の
移
動
に
つ
い
て

■
期
　
日
２
０
１
５
年
　
５
月
２８

日
３
Ｃ
デ
イ
ル
ー
ム

■
参
加
者
　
Ａ
様
　
Ｂ
様
　
Ｃ
様
　
Ｄ
様

■
全
脊
連
　
深
井
様
　
若
林
様
　
中
澤
様

■
ス
タ
ッ
フ
　
山
崎
、
Ｓ
Ｗ
会
澤
／
上
疑

Ｐ
Ｔ
佐
藤
ヽ
Ｐ
ｓ
丁
斯
波
／
小
菅
、
Ｎ
ｒ
ｓ
佐
藤

■
内
容

自
動
車
で
の
移
動
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
ヽ

実
際
の
車
両
を
見
学
す
る
。

‐
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○
ア
セ
ス
メ
ン
ト

（ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

事
前
評
価
な
ど
と
訳
さ
れ
る
。
利
用
者
が
直
面
し
て
い
る

問
題
や
状
況
の
本
質
、
原
因
、
経
過
、
予
測
を
理
解
す
る

た
め
に
、
援
助
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ
る

一
連
の
手
続
の
こ

と
を
い
一２

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す

る
前
に
利
用
者
の
ニ
ト
ズ
、
状
況
等
を
詳
細
に
把
握
す
る

た
め
に
行
わ
れ
る
。

○
育
成
医
療

（イ
ク
セ
イ
イ
リ
ョ
ウ
）

身
体
に
障
害
の
あ
る
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
行

わ
れ
る
生
活
能
力
を
得
る
た
め
に
必
要
な
医
療
っ
以
前
は

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
制
度
で
あ
っ
た
が
、
障
害
者
自
立

支
援
法

（現

口
障
害
者
総
合
支
援
法
）
の
施
行
に
伴
い
、

２
０
０
６

（平
成
１８
）
年
４
月
か
ら
は
、
自
立
支
援
医
療

の
一
種
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

○
意
思
疎
通
支
援
事
業

（イ
シ
ソ
ツ
ウ
シ
エ
ｋ
ン
ギ
ョ
ウ
）

聴
覚
ビ
一一墨
糧
蟹
咲
二塁
塁
露
配
、
視
覚
等
の
障
害
の
た
め
、

意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
に
支
障
が
あ
る
障
害
者
等
に
、
手

話
通
訳
等
の
方
法
に
よ
り
、
障
害
者
と
他
者
と
の
意
思
疎

通
を
支
援
す
る
手
話
通
訳
者
等
の
派
遣
等
を
行
い
、
意
思

疎
通
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
。
障
害

者
総
合
支
援
法
に
お
け
る
市
町
村
地
域
生
活
支
援
事
業
の

一
つ
。
手
話
通
訳
者
、
要
約
筆
記
者
を
派
遣
す
る
事
業
、

手
話
通
訳
者
を
設
置
す
る
事
業
な
ど
が
あ
奄

○
移
動
支
援

（イ
ド
ウ
シ
エ
ン
）

屋
外
で
の
移
動
が
困
難
な
障
害
者
等
に
対
し
て
、
社
会
生

活
に
お
い
て
必
要
な
外
出
や
余
暇
活
動
等
の
社
会
参
加
の

た
め
の
外
出
時
の
移
動
を
支
援
す
る
こ
と
。

◎
医
療
観
察
法

（イ
リ
ョ
ウ
カ
ン
サ
ツ
ホ
ウ
）

↓
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者

の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律

◎
医
療
保
護
人
院

（イ
リ
ョ
ウ
ホ
ゴ
ニ
ュ
ウ
イ
ン
）

精
神
障
害
者
で
、
自
傷
他
害
の
お
そ
れ
は
な
い
が
、
任
意

入
院
を
行
う
状
態
に
な
い
人
に
対
し
て
、
本
人
の
同
意
が

な
く
て
も
、
精
神
保
健
指
定
医
の
診
察
と
保
護
者
の
同
意

を
得
て
入
院

・
保
護
す
る
こ
と
。
精
神
保
健
福
祉
法
に
よ

る
入
院
形
態
の
一
つ
。

◎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

（エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー
ホ
ウ
）

↓
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

◎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

（エ
ヌ
ピ
ー
オ
可
来
高
′ジ
ン
）

↓
特
定
非
営
利
活
動
法
人

◎
Ａ
Ｌ
ｓ

２
１
エ
ル
エ
る

・上
懃
委
編
性
側
索
硬
化
症

◎
介
助
犬

（カ
イ
ジ
ョ
ケ
ン
）

肢
体
不
自
由
の
人
の
日
常
生
活
を
助
け
る
た
め
に
、
特
別

な
訓
練
を
受
け
た
犬
。
例
え
ば
、
物
の
拾
い
上
げ
、
特
定

の
物
を
手
元
に
持
っ
て
く
る
、
ド
ア
の
開
開
ヽ
ス
イ
ッ
チ

の
操
作
な
ど
肢
体
不
自
由
の
人
が
困
難
な
動
作
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
。
盲
導
大
、
聴
導
犬
と
と
も
に
、
補
助
犬
と
呼
ば

れ
る
。

◎
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

（ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
）

主
に
、
障
害
者
に
対
し
外
出
時
の
移
動
の
介
護
等
外
出
時

の
付
き
添
い
を
専
門
に
行
つ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
。
重
度
の

視
覚
障
害
者
や
脳
性
ま
ひ
者
等
全
身
性
障
害
者
、
知
的
障

害
者
、
精
神
障
害
者
に
お
い
て
、
社
会
生
活
上
外
出
が
不

可
欠
な
と
き
、
余
暇
活
動
等
社
会
参
加
の
た
め
の
外
出
を

す
る
と
き
、
適
当
な
付
き
添
い
を
必
要
と
す
る
場
合
に
派

遣
さ
れ
る
。

◎
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（キ
カ
ン
ソ
ウ
ダ
ン
シ
エ
ン

セ
ン
タ
ー
）

障
害
者
自
立
支
援
法

（現

口
障
害
者
総
合
支
援
法
）
の
改

正
に
よ
り
、
相
談
支
援
体
制
の
強
化
を
目
的
と
し
て
２
０

１
２

（平
成
２４
）
年
４
月
か
ら
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
施
謳弓

地
域
に
お
け
る
相
談
支
援
の
中
核
的
な
役
割
を

担
い
、
相
談
支
援
事
業
、
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

及
び
身
体
障
害
者

・
知
的
障
害
者

コ
精
神
障
害
者
等
に
関

わ
る
相
談
支
援
を
総
合
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

市
区
町
村
ま
た
は
そ
の
委
託
を
受
け
た
者
が
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◎
基
本
相
談
支
援

（キ
ホ
ン
ソ
ウ
ダ
ン
シ
エ
ン
）

地
域
の
障
害
者

口
児
の
福
祉
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、

障
害
者

・
児
、
障
害
児
の
保
護
者
ま
た
は
障
害
者

口
児
の

介
護
を
行
つ
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
情
報
の
提
供
及
び

助
言
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
者
と
市
町
村
及
び
指
定
障
害
福

祉
サ
ト
ビ
ス
事
業
者
等
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
便
宜
を

総
合
的
に
供
与
す
る
こ
と
を
い
い
、
障
害
者
総
合
支
援
法

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

◎
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（キ
ュ
ー
オ
ー
エ
ル
）

↓
生
活
の
質

強
度
行
動
障
害

（キ
ョ
ウ
ド
コ
ウ
ド
ウ
シ
ョ
ウ
ガ
イ
）

激
し
い
不
安
や
興
奎
黒
混
乱
の
中
で
、
多
動
、
自
傷
＾
異

食
な
ど
の
行
動
上
の
問
題
が
強
く
頻
繁
に
あ
ら
わ
れ
て
、

日
常
生
活
が
著
し
く
困
難
な
状
態
を
い
２ヽ

◎
グ
ル
ト
プ
ホ
ー
ム

つ

ル
ー
．プ
ホ
ー
ム
）

認
知
症
高
齢
者
や
障
害
者
等
が
、
家
庭
的
な
環
境
と
地
域

住
民
と
の
交
流
の
下
、
住
み
慣
れ
た
環
境
で
、
自
立
し
た

生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
少
人
数
で
共
同
生
活
を
営

む
住
居
“
障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
は

「共
同
生
活

援
助
」
の
こ
と
を
い
一２

◎
ケ
ア
ホ
ー
ム

（ケ
ア
ホ
ー
ム
）

２
０
１
４
（平
成
２６
）
年
か
ら
、
ケ
ア
ホ
ー
ム

盆
（同
生
活

介
護
）
は
グ
ル
Ｌ
プ
ホ
ー
ム

（共
同
生
活
援
助
）
に
統
合

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
計
画
相
談
支
援

（ケ
イ
カ
ク
ソ
ウ
ダ
ン
シ
エ
ン
）

障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
、
サ
Ｌ
ビ
ス
利
用
支
援
及

び
継
続
サ
ト
ビ
ス
利
用
支
援
の
こ
と
を
い
一２

◎
継
続
サ
Ｌ
ビ
ス
利
用
支
援

（ケ
イ
ゾ
ク
サ
Ｌ
ビ
ス
リ
ヨ

ウ
シ
エ
ン
）

障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
、
継
続
し
て
障
害
福
祉
サ

‐
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ト
ビ
ス
等
を
適
切
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
スヽ

サ

ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
を

一
定
期

間
ご
と
に
検
証
し
、
そ
の
結
果
等
を
勘
案
し
て
サ
Ｌ
ビ
ス

等
利
用
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
変
更
等
を
行
２
」

と
を
い
」２

権
利
擁
護

（ケ
ン
リ
ヨ
ウ
ゴ
）

自
己
の
権
利
や
援
助
の
ニ
ト
ズ
を
表
明
す
る
こ
と
の
困
難

な
障
害
者
等
に
代
わ
っ
て
、
援
助
者
が
代
理
と
し
て
そ
の

権
利
や
ニ
ト
ズ
獲
得
を
行
う
こ
と
を
い
一２

（↓
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
）

◎
高
次
脳
機
能
障
害

（
コ
ウ
ジ
ノ
ウ
キ
ノ
ウ
シ
ョ
ウ
ガ
こ

外
傷
性
脳
損
傷
ヽ
脳
血
管
障
害
等
に
よ
り
脳
に
損
傷
を
受

け
、
そ
の
後
遺
症
と
し
て
生
じ
た
記
積
僣
亜
Ｒ
注
意
障
堂
Ｒ

社
会
的
行
動
障
害
な
ど
の
認
知
障
害
等
の
こ
と
。
一局
次
脳

機
能
障
害
者
へ
の
支
援
と
し
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法

に
よ
る
都
道
府
県
地
域
生
活
支
援
事
業
に
お
い
て
、
一呂
次

脳
機
能
障
害
支
援
普
及
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
一昌
次

脳
機
能
障
害
者
へ
の
相
談
支
援
及
び
支
援
体
制
の
整
備
が

図
ら
れ
て
い
る
。

◎
更
生
医
療

（
コ
ウ
セ
イ
イ
リ
ョ
ウ
）

身
体
障
害
者
の
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
の
促
進

を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
更
生
の
た
め
に
必
要
な
医
境

以
前
は
、
身
秋
皓
里
口者
福
祉
法
に
基
づ
く
制
度
で
あ
っ
た

が
、
２
０
０
６

（平
成
１８
）
年
４
月
か
ら
は
、
障
害
者
自

立
支
援
法

（現
甚
奎
口者
総
合
支
援
法
）
の
施
行
に
伴
い
、

自
立
支
援
医
療
の
一
種
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

◎
更
生
相
談
所

（
コ
ウ
セ
イ
ソ
ウ
ダ
ン
シ
ヨ
）

身
体
障
害
者
福
祉
法
、知
的
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
い
て
、

都
道
府
県
が
設
置
す
る
障
害
者
の
更
生
援
護
に
関
す
る
専

門
的
相
談

口
判
定
機
関
。
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
、
知

的
障
害
者
更
生
相
談
所
が
こ
れ
に
当
た
る
。
な
お
、
指
定

都
市
に
つ
い
て
は
任
意
に
設
置
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

フ（）。

◎
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律

（
コ
ウ
レ
イ
シ
ャ
シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ヤ
ト
ウ
ノ
イ

ド
ウ
ト
ウ
ノ
ェ
ン
カ
ツ
カ
ノ
ソ
ク
シ
ン
ニ
カ
ン
ス
ル
ホ
ウ

リ
ツ
）

音
同齢
者
や
障
害
者
等
の
移
動
上
お
よ
び
施
設
の
利
用
上
の

利
便
性
、
安
全
性
の
向
上
の
促
進
を
図
り
、
公
共
の
福
祉

の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
律
。
従
来
の
交

通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
と
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
を

一
本
化
し
、
旅

客
施
譜
喩
特
定
建
築
物

（学
校
、
病
院
、
劇
場

ホ
テ
ル
、

老
人
ホ
ー
ム
等
）、
建
築
物
特
定
施
設

（出
入
日
、
廊
下
、

階
段
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ト
イ
レ
、
敷
地
内
の
通
路
等
）

な
ど
に
つ
い
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
等
が
移
動
等
を
円
滑

に
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

「バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

◎
国
際
生
活
機
能
分
類

（
コ
ク
サ
イ
セ
イ
カ
ツ
キ
ノ
ウ
ブ

ン
ル
イ
）

１
９
８
０
年
に
ま
と
め
ら
れ
た

「Ｗ
Ｈ
Ｏ
国
際
障
害
分
類

（Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｈ
と
か
ら
ほ
ば
２０
年
近
く
経
過
し
、
一２
望

が
各
国
で
利
用
さ
れ
る
に
つ
れ
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
、
国

際
的
な
検
討
作
業
の
結
果
、
２
０
０
１
年
５
月
に
国
際
生

活
機
能
分
類

（一詳
Φ
日ヽ
け
一９
笙

ｏ
一３
∽
〓
一８
け
一９

ｏ「

「Ｃ
５０け
一〇
Ｄ
一つ”
】　
∪
一∽●σ
一一一計く
　
０
う０
　
工ΦＯ
一け，
一　
一〇「
）　
バ〃

≡
ｏ
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｆ
は
健
康
状
態
、

心
身
機
能

・
身
体
構
造
、
活
動
、
参
加
、
北旦
黒
因
子

（環

境
因
子
と
個
人
因
子
）
の
双
方
向
の
関
係
概
念
と
し
て
整

理
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
否
定
的

ロ
マ
イ
ナ
ス
的
な
表
現
か

らヽ
、
中
立
的
上
日
定
的
な
表
現
に
変
更
さ
れ
た
。
（↓
Ｉ
Ｃ

Ｆ
）

◎
サ
Ｌ
ビ
ス
管
理
責
任
者

（サ
ト
ビ
ス
カ
ン
リ
セ
キ
ニ
ン

ンヽ
ヤ
）

一墜
電
福
祉
サ
ト
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
サ
Ｌ
ビ
ス
管
理
を

行
う
者
を
い
■ヽ

日
一（体
的
に
は
、
利
用
者
の
個
別
支
援
計

画
の
作
成
や
、
定
期
的
な
評
価
な
ど
、
サ
Ｌ
ビ
ス
提
供
の

プ
ロ
セ
ス
全
体
に
関
す
る
管
理
を
す
る
ほ
か
、
サ
ト
ビ
ス

を
提
供
す
る
他
の
職
員
に
対
す
る
指
導
的
な
役
割
を
担
・２

◎
サ
Ｌ
ビ
ス
提
供
責
任
者

（サ
Ｌ
ビ
ス
テ
イ
キ
ョ
ウ
セ
キ

ニ
ン
シ
ヤ
）

居
宅
介
護

（ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ト
ビ
ス
）
事
業
所
の
柱
と

な
る
役
職
。
利
用
者
宅
に
出
向
き
、
サ
Ｌ
ビ
ス
利
用
に
つ

い
て
の
初
本
約
の
ほ
か
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
必
要
な
居

宅
介
護
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
な
ど
を
行
２

ま
た
、
実
際
の
サ
ト
ビ
ス
内
容
に
関
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
ヘ
の
指
導

・
助
言

口
能
力
開
発
等
の
業
務
も
行
・２

◎
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

（サ
ト
ビ
ス
ト
ウ
リ
ヨ
ウ
ケ
イ

カ
ク
）

障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

適
切
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害
者
の
ニ
ー

ズ
や
置
か
れ
て
い
る
状
況
等
を
ふ
ま
え
、
最
も
適
切
な
サ

ト
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
等
に
つ
い
て
検
討
し
作
成
す
る
計

画
。
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
者
が
作
成
す
る
。

◎
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援

（サ
ト
ビ
ス
リ
ヨ
ウ
シ
エ
ン
）

障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
、
障
害
者
の
心
身
の
状
況

や
環
境
等
を
勘
案
し
、
利
用
す
る
サ
ト
ビ
ス
の
内
容
等
を

定
め
た
サ
Ｌ
ビ
ス
等
利
用
計
画
案
を
作
成
し
、
支
給
決
定

等
が
行
わ
れ
た
後
に
当
該
支
給
決
定
等
の
内
容
を
反
映
し

た
サ
Ｌ
ビ
ス
等
利
用
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
を
い
一２

（９
〓
饉
質
制
度

（シ
エ
ン
ヒ
セ
イ
ド
）

障
害
者
自
ら
が
、
サ
ト
ビ
ス
を
提
供
す
る
指
定
事
業
者
や

施
設
を
選
び
、
直
接
契
約
を
結
ん
で
サ
ト
ビ
ス
を
利
用
す

る
仕
組
み
。
サ
ト
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
障
害
の
種
別

や
居
宅

口
施
設
の
区
分
に
応
じ
た

「支
援
費
」
が
支
給
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
。
２
０
０
３
（平

成
１５
）
生
反
か
ら
身
俺
墾
暑
霜
柾
法
、
知
的
堕
重
是
猥

祉
法
、
児
童
福
祉
法
に
導
入
さ
れ
た
が
、
障
害
者
自
立
支

援
法

（現

口
障
害
者
総
合
支
援
法
）
に
よ
る
新
し
い
障
害

保
健
福
祉
サ
ト
ビ
ス
の
形
成
に
よ
り
、
２
０
０
６

（平
成

-10-
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‐８
）
年
度
に
廃
止
さ
れ
た
。

◎
施
設
入
所
支
援

（シ
セ
ツ
ニ
ュ
ウ
シ
ョ
シ
エ
ン
）

施
設
に
入
所
す
る
障
害
者
に
つ
き
、
主
と
し
て
夜
間
に
お

い
て
、
入
浴
、
排
せ
つ
及
び
食
事
等
の
介
護
、
生
活
等
に

関
す
る
相
談
及
び
助
言
、
そ
の
他
の
必
要
な
日
常
生
活
上

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◎
肢
体
不
自
由

（シ
タ
イ
フ
ジ
ユ
ウ
）

身
体
障
害
の
一
つ
で
、
四
肢

（上
肢

口
下
肢
）
や
体
幹
の

機
能
に
障
害
が
あ
る
こ
と
を
い
一２

身
体
障
害
者
福
祉
法

に
お
け
る
障
害
の
分
類
で
は
、
最
も
対
象
者
が
多
い
。

◎
市
民
後
見
人

（シ
ミ
ン
コ
ウ
ケ
ン
ニ
ン
）

自
治
体
な
ど
が
行
つ
研
修
に
よ
り
、
後
見
活
動
に
必
要
な

法
律
や
福
祉
の
知
識
ヽ
実
務
対
応
能
力
を
身
に
付
け
、
後

見
活
動
を
行
う

一
般
市
民
の
こ
と
。
研
修
修
了
者
は
市
区

町
村
に
登
録
さ
れ
、
親
族
等
に
よ
る
成
年
後
見
が
困
難
な

場
合
な
ど
に
、
市
区
町
村
か
ら
の
推
薦
を
受
け
て
家
庭
裁

判
所
か
ら
選
任
さ
れ
、
本
人
に
代
わ
り
財
産
の
管
理
や
介

護
サ
Ｌ
ビ
ス
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
を
行
つ
。
成
年
後
見

制
度
の
普
及
に
伴
い
、
市
民
後
見
人
へ
の
支
援

・
指
導
や

家
庭
裁
判
所
、
自
治
体
と
の
連
携
体
制
が

一
層
求
め
ら
れ

て
い
る
。

◎
社
〈藉
野
緋
型
鷲
〓
（シ
ャ
カ
イ
フ
ク
シ
キ
ョ
ウ
ギ
カ
イ
）

社
会
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
き
組
織
さ
れ
る
地
域
福
祉
の

推
進
を
目
的
と
す
る
団
体
で
、
単
に

「社
協
」
と
も
呼
ば

れ
る
。
市
区
町
村
を
単
位
と
す
る
市
区
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
、
指
定
都
市
の
区
を
単
位
と
す
る
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
、
都
道
府
県
を
単
位
と
す
る
都
道
府
県
社
会
福
祉
協

議
会
が
あ
る
。
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
を
経
営
す

る
者
お
よ
び
社
会
福
祉
に
関
す
る
活
動
を
行
う
者
が
参
加

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
相
談
、ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
や
市
民
活
動
の
支
援
、

共
同
募
金
な
ど
地
域
の
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

◎
社
会
福
祉
法
人

（シ
ャ
カ
イ
フ
ク
シ
ホ
ウ
ジ
ン
）

社
会
福
祉
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
社
会
福
祉
法

に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
」２

社
会
福
祉
法
人

は
、　
一
般
社
団
法
人
及
び

一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律

や
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す

る
法
律
に
規
定
さ
れ
る
公
益
法
人
よ
り
も
、
ユ堅
ユ
要
件
を

厳
し
く
し
て
お
り
、
公
益
性
が
極
め
て
高
い
法
人
で
あ
る

と
い
え
る
。
こ
の
た
め
、
自
主
的
な
事
業
経
営
の
基
盤
強

化
、
透
明
性
の
確
保
、
提
供
す
る
サ
Ｌ
ビ
ス
の
質
の
向
上

と
い
っ
た
観
点
が
求
め
ら
れ
る

一
方
、
税
制
上
の
優
遇
措

置
な
ど
が
と
ら
れ
る
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

◎
障
害
基
礎
年
金

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
キ
ソ
ネ
ン
キ
ン
）

国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
の
一
つ
。
国
民
年

金
の
加
入
中
に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や
け
が
で
、
障
害
認

定
日
に
お
い
て
一
定
の
障
害
状
態
に
あ
っ
た
場
合
に
支
給

さ
れ
る
。
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
１
級
と
２
級
に
分
か
れ

て
い
る
。
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、　
一
定
の

保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、

初
診
日
が
２０
歳
未
満
で
あ
る
障
害
に
つ
い
て
は
、

２０
歳

に
な
っ
た
日
か
ら
支
給
さ
れ
る
。

◎
障
害
厚
生
年
金

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
コ
ウ
セ
イ
ネ
ン
キ
ン
）

厚
生
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
の
一
つ
。
厚
生
年

金
の
加
入
中
に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や
け
が
で
、
障
害
認

定
日
に
お
い
て
一
定
の
障
害
状
態
に
あ
っ
た
場
合
に
支
給

さ
れ
る
。
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
１
級
か
ら
３
級
ま
で
が

あ
り
、
１
級

・
２
級
に
該
当
し
た
場
合
に
は
、
国
民
年
金

の
障
害
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
、
３
級
の
障

害
者
に
は
障
害
厚
生
年
金
の
み
が
支
給
さ
れ
る
。
な
お
、

障
害
厚
生
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、　
一
定
の
保
険
料
納

付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

Ω
堕
署
〓
援
区
分

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
エ
ン
ク
ブ
ン
）

市
町
村
が
障
害
福
祉
サ
ト
ビ
ス
の
種
類
や
量
な
ど
を
決
定

す
る
た
め
の
判
断
材
料
の
一
つ
と
し
て
、
障
害
の
多
様
な

特
性
そ
の
他
の
心
身
の
状
態
に
応
じ
て
必
要
と
さ
れ
る
標

準
的
な
支
援
の
度
合
を
総
合
的
に
示
す
区
食

な
お
、
「障

害
者
支
援
区
分
の
認
定
を
含
め
た
支
給
決
定
の
在
り
方
」

に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
の
施
行
後
３
年

（障

害
者
支
援
区
分
の
施
行
後
２
年
）
を
目
途
に
検
討
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
障
害
者
介
護
給
付
費
等
不
服
審
査
会

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ

ャ
カ
イ
ゴ
キ
ュ
ウ
フ
ヒ
ト
ウ
フ
フ
ク
シ
ン
サ
カ
イ
）

障
害
者
総
合
支
援
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
審
査
請
求
の
事

件
を
取
り
扱
う
専
門
機
関
「都
道
府
県
知
事
が
設
置
す
る
。

市
区
町
村
の
介
護
給
付
費
等
に
係
る
処
分
に
関
し
て
不
服

が
あ
る
場
合
、
障
害
者
ま
た
は
障
害
児
の
保
護
者
は
、
都

道
府
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
０
１
２

（平
成
四
）
年
４
月
よ
り
、
地
域
相
談
支
援
給

付
費
等
に
係
る
審
査
請
求
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

◎
障
害
者
基
本
法

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ャ
キ
ホ
ン
ホ
ウ
）

障
害
者
施
策
を
推
進
す
る
基
本
原
則
と
と
も
に
、
施
策
全

般
に
つ
い
て
基
本
的
事
項
を
定
め
た
法
律
。
法
律
の
対
象

と
な
る
障
害
を
身
秩
惜
里
Ｒ

知
的
障
害
、
精
神
障
害

（発

達
障
害
を
含
む
）
そ
の
他
の
心
身
の
機
能
の
障
害
が
あ
る

者
で
あ
っ
て
、
障
害
及
び
社
会
的
障
壁
に
よ
り
継
続
的
に

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を
受
け
る
状
態

に
あ
る
も
の
と
定
義
し
て
い
る
。
国
、
地
方
公
共
団
体
等

の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
医
療
、
介
護
、
年

金
、
教
育
、
療
育
、
雇
用
、
生
活
環
境
の
整
備
等
、
障
害

者
に
関
わ
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
、
障
害
者

の
自
立
と
社
会
、
経
済
、
文
化
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
を
規
定
し
、
「完
全
参
加
と
平

等
」
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

（Ω
堕
冒
看
虐
待

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ャ
ギ
ャ
ク
タ
イ
）

障
害
者
に
対
し
て
、
家
族
を
含
む
他
者
か
ら
行
わ
れ
る
人

権
侵
害
の
行
為
。
虐
待
行
為
を
防
止
す
る
こ
と
が
、
障
害

者
の
自
立
や
社
会
参
加
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
２
０
１
１

（平
成
２３
）
年
に

置
墜
口者
虐
待
の

‐
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防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法

律
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
で
定
義
さ
れ
て
い
る
虐

待
と
し
て
、
①
身
体
的
虐
待
、
②
性
的
虐
待
、
③
心
理
的

虐
待
ｒ
Ｏ
保
護
の
放
置

（ネ
グ
レ
ク
ト
）、
⑤
経
済
的
虐
待

が
あ
る
。

◎
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支

援
等
に
関
す
る
法
律

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ャ
ギ
ャ
ク
タ
イ
ノ

ボ
ウ
シ
シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ヤ
ノ
ョ
ウ
ゴ
シ
ャ
ニ
タ
イ
ス
ル
シ

エ
ン
ト
ウ
ニ
カ
ン
ス
ル
ホ
ウ
リ
ツ
）

障
害
者
に
対
す
る
虐
待
が
そ
の
尊
厳
を
害
す
る
も
の
で
あ

り
、
障
害
者
の
自
立
及
び
社
会
参
加
に
と
っ
て
障
害
者
虐

待
の
防
止
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
虐
待
の

禁
止
、
予
防
及
び
早
期
発
見
等
の
虐
待
の
防
止
に
関
す
る

国
等
の
責
務
、
虐
待
を
受
け
た
障
害
者
に
対
す
る
保
護
及

び
自
立
の
支
援
の
た
め
の
措
置
、
養
護
者
に
対
す
る
支
援

等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
の
権
利
利
益
の
擁
護

に
奮
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
律
。
通
称

「障
害
者
虐

待
防
止
法
」。

◎
障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ャ
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

障
害
の
あ
る
人
は
地
域
で
自
分
ら
し
く
主
体
的
に
生
活
す

る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
単
に
福
祉
サ
ト
ビ
ス
を
提
供
す

る
だ
け
で
な
く
、
障
害
の
あ
る
人
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の

視
点
か
ら
福
祉

・
保
健

・
医
療

・
教
育

口
就
労
等
の
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ト
ビ
ス
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。
障
害
者
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
人
生
を
通
り
た
い
か
を
本
人
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

（相

談
支
援
専
門
員
）
が
十
分
に
話
し
合
い
、
サ
ー
ビ
ス
等
利

用
計
画
を
作
成
し
て
、
総
合
的
な
サ
Ｌ
ビ
ス
を
提
供
す
る

方
滝

◎
障
害
者
雇
用
促
進
法

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ャ
コ
ヨ
ウ
ソ
ク

シ
ン
ホ
ウ
）

↓
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

障
害
者
雇
用
率

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ャ
コ
ヨ
ウ
リ
ツ
）

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
、

事
業
主
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
全
従
業
員
数
に
お
け

る
障
害
者
の
一屋
用
の
割
合
∩
法
定
雇
用
率
」と
も
い
う
）。

２
０
１
３

（平
成
２５
）
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
民
間
企
業

で
は
２
．
０

％
、
国
口地
方
公
共
団
体
・特
殊
法
人
で
は
２
．
３

％
ヽ

都
道
府
県
等
の
教
育
委
員
会
で
は
２
．
２

％
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。膳
墜
口者
雇
用
率
を
達
成
し
て
い
な
い
事
業
主
に
は
、

毎
年
度
、
未
達
成
数
に
応
じ
て
障
害
者
雇
用
納
付
金
の
納

付
を
義
務
づ
け
、
達
成
し
て
い
る
事
業
主
に
対
し
て
は
、

障
害
者
雇
用
調
整
金
や
報
奨
金
が
支
給
さ
れ
る
。

◎
障
害
者
支
援
施
設

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ャ
シ
エ
ン
シ
セ
ツ
）

障
害
者
に
つ
き
、
施
設
入
所
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
施

設
入
所
支
援
以
外
の
施
設
障
害
福
祉
サ
Ｌ
ビ
ス
を
行
う
施

ユ弓

障
害
者
自
立
支
援
法

（現

・
障
害
者
総
合
支
援
法
）

の
施
行
に
伴
い
、
従
来
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
等
の
障
害

福
祉
関
係
の
各
法
に
よ
り
設
置
運
営
さ
れ
て
い
た
施
設
が
、

一
元
化
さ
れ
た
も
の

（た
だ
し
、
障
害
児
施
設
に
関
し
て

は
、
児
童
福
祉
法
に
設
置
根
拠
が
あ
る
）。

◎
障
害
者
就
業

・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（シ
ヨ
ウ
ガ
イ
シ

ヤ
シ
ュ
ウ
ギ
ョ
ウ
セ
イ
カ
ツ
シ
エ
ン
セ
ン
タ
ー
）

障
害
者
の
就
業
面
と
生
活
面
に
お
け
る

一
体
的
な
支
援
を

行
う
施
設
で
、
一屋
用

コ
福
祉

口
教
育
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
就
職
に
向
け
た
準
備
や
職
場
に
定
着
す

る
た
め
の
支
援
、
日
常
生
活
や
地
域
生
活
に
関
す
る
助
言

な
ど
を
行
・２

◎
堕
署
煮
職
業
セ
ン
タ
ー

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ャ
シ
ョ
ク
ギ

ョ
ウ
セ
ン
タ
ー
）

障
害
者
の
職
業
生
活
に
お
け
る
自
立
を
促
進
す
る
た
め
の

施
設
で
、
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
、
広
域
障
害
者
職

業
セ
ン
タ
ー
、
地
域
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
の
３
種
類
が

な

。

◎
障
害
者
総
合
支
援
法

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ャ
ソ
ウ
ゴ
ウ
シ

）

エ
ン
ホ
ウ
）

↓
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援

す
る
た
め
の
法
律

◎
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ャ
ノ

ケ
ン
リ
ニ
カ
ン
ス
ル
ジ
ョ
ウ
ヤ
ク
）

障
害
者
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
完
全
か
つ
平
等
な
享

有
を
促
進
、
保
護
し
、
並
び
に
障
害
者
の
固
有
の
尊
厳
の

尊
重
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
際
条
約
「
２
０

０
６

（平
成
１８
）
年
１２
月
１３

日
、
第
６‐
回
国
墜
奨
口

総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
日
本
は
２
０
０
７
（平
成
１９
）

年
９
月
２８

日
に
署
名
を
し
た
。
前
文
と
本
文
５０
条
か
ら

な
り
、
教
育
、
労
働
、
社
会
保
障
な
ど
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
禁
止
し
、

障
害
者
に
他
者
と
の
均
等
な
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
を
規

定
し
て
い
る
。

（９
墜
詈
者
の
一屋
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

（シ
ョ
ウ
ガ

イ
シ
ャ
ノ
コ
ョ
ウ
ノ
ソ
ク
シ
ン
ト
ウ
ニ
カ
ン
ス
ル
ホ
ウ
リ

ツ
）

障
害
者
の
一屋
用
の
促
進
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法

律
で
、
事
業
主
に
対
し
て
、　
一
定
割
合
の
障
害
者
を
雇
用

す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
る
な
ど
、
障
害
者
の
職
業
の
安
定

を
図
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
規
定
を
設
け
て
い
る
。
「障
害

者
雇
用
促
進
法
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

◎
堕
冒
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援

す
る
た
め
の
法
律

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ャ
ノ
ニ
チ
ジ
ョ
ウ
セ

イ
カ
ツ
オ
ヨ
ビ
シ
ャ
カ
イ
セ
イ
カ
ツ
フ
ソ
ウ
ゴ
ウ
テ
キ
ニ

シ
エ
ン
ス
ル
タ
メ
ノ
ホ
ウ
リ
ツ
）

障
害
者
自
立
支
援
法
に
代
わ
っ
て
、
２
０
１
３
（平
成
２５
）

年
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
施
行
さ
れ
る
法
律
。
障
害
者
基

本
法
を
踏
ま
え
た
基
本
理
念
を
新
た
に
設
け
た
ほ
か
、
障

害
者
の
範
囲
に
難
病
等
を
追
加
す
る
な
ど
の
見
直
し
が
さ

れ
た
。
選
墜
【者
総
合
支
援
法
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

Ω
墜
畳
程
度
区
分

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
テ
イ
ド
ク
ブ
ン
）
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２
０
１
４
（平
成
２６
）
年
か
ら
、
選
墜
口支
援
区
分
」
へ
と

改
称
さ
れ
、
内
容
も
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ω
堕
電
福
祉
計
画

（シ
ョ
ウ
ガ
イ
フ
ク
シ
ケ
イ
カ
ク
）

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

相
談
支
援
、地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
を
整
備
し
、

自
立
支
援
給
付
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
円
滑
な
実
施

を
確
保
す
る
た
め
に
策
定
さ
れ
る
行
動
計
画
。
国
は
基
盤

穀
幕備
に
関
す
る
基
本
指
針
を
策
定
し
、
指
針
に
即
し
て
、

市
区
町
村
は
市
区
町
村
障
害
福
祉
計
画
を
、
都
道
府
県
は

都
道
府
県
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。

◎
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（シ
ョ
ク
ギ
ョ
ウ
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

障
害
者
等
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
に
お
い
て
、

職
業
生
活
へ
の
適
応
を
相
談

口
訓
練

口
指
導
し
、
そ
の
人

に
ふ
さ
わ
し
い
職
に
就
け
る
よ
う
援
助
す
る
専
門
技
術
の

領
域
を
い
一２

日
藻
品
］に
は
、
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
、

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
等
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。

◎
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者

の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律

（シ
ン
シ
ン
ソ
ウ
シ

ツ
ト
ウ
ノ
ジ
ョ
ウ
タ
ィ
デ
ジ
ュ
ウ
ダ
イ
ナ
タ
ガ
イ
コ
ウ
イ

フ
オ
コ
ナ
ッ
タ
モ
ノ
ノ
イ
リ
ョ
ウ
オ
ヨ
ビ
カ
ン
サ
ツ
ト
ウ

ニ
カ
ン
ス
ル
ホ
ウ
リ
ツ
）

精
神
障
害
の
た
め
に
差
呈
いの
区
別
が
つ
か
な
い
な
ど
刑
事

責
任
を
問
え
な
い
状
態

（心
神
喪
失
ま
た
は
心
神
耗
弱
の

状
態
）
で
、
殺
人
、
放
火
な
ど
の
重
大
な
他
害
行
為
を
行

っ
た
人
に
対
し
て
、
必
要
な
観
察

口
指
導
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
病
状
の
改
善
と
再
発
の
防
止
を
図
り
、
社
会

復
帰
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律
。
「医
療
観
察

法
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

◎
身
体
障
害

（シ
ン
タ
イ
シ
ヨ
ウ
ガ
イ
）

身
体
機
能
に
何
ら
か
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
制
約

が
あ
る
状
態
を
い
２ヽ

身
体
障
害
者
福
祉
法
で
は
、
①
視

）曽
繕
墜
口、
②
聴
覚

口
平
衡
機
能
障
宝
Ｒ
③
二塁
戸
二
一口語

・

そ
し
ゃ
く
機
能
の
障
室
ヽ
④
肢
体
不
自
由
、
⑤
内
部
機
能

の
障
害

（心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
一）
ス

直
腸
、

小
腸
、
肝
臓
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
障
害
）
の
五
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

◎
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所

（シ
ン
タ
イ
シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ

ャ
コ
ウ
セ
イ
ソ
ウ
ダ
ン
ジ
ョ
）

身
体
障
害
者
に
対
す
る
各
種
相
談

口
指
導
、
判
定
な
ど
を

行
う
機
関
¨
身
体
障
害
者
に
対
し
て
、
専
門
的
な
相
談

・

指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
補
装
具

・
更
生
医
療
の
給
付
等

に
伴
う
医
学
的

コ
心
理
学
的

・
職
能
的
判
定
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

◎
身
体
障
害
者
手
帳

（シ
ン
タ
イ
シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ヤ
テ
チ

ョ
ウ
）

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
定
め
る
障
害
程
度
に
該
当
す
る
と

認
め
ら
れ
た
場
合
に
本
人
（１５
歳
未
満
は
、
そ
の
保
護
者
）

の
申
請
に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
各
種
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
証
明
と
な
る
。
手
帳
の
等
級
に
は
、

障
害
の
程
度
に
よ
り
１
級
か
ら
６
級
が
あ
る
。

◎
身
体
障
害
者
福
祉
司

（シ
ン
タ
イ
シ
ヨ
ウ
ガ
イ
シ
ヤ
フ

ク
シ
シ
）
身
休
瞳
里
］者
更
生
相
談
所
な
ど
に
置
か
れ
る
職

員
で
、
身
体
障
害
者
に
関
す
る
相
談

・
指
導
の
う
ち
専
門

的
な
知
識

・
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の
を
行
つ
ほ
か
、
福

祉
事
務
所
の
所
員
に
対
す
る
技
術
的
指
導
、
市
区
町
村
間

の
一理
壺
調
整
や
情
報
惇
供
等
を
行
・２

◎
身
体
障
害
者
福
祉
法

（シ
ン
タ
イ
シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ヤ
フ

ク
シ
ホ
ウ
）

身
体
障
害
者
の
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、
身
体
障
害
者
を
援
助
し
、
必
要
に
応
じ
て
保

護
し
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
法
律
。
こ
の
法
律
で
は
、
具
体
的
な
更
生
援
護
と

し
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
診
査
、
更
生
相
談
、

障
害
福
祉
サ
ト
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

◎
里
曇
ア
イ
サ
ト
ビ
ス

傘
ン
ド
ウ
デ
イ
サ
Ｌ
ビ
ス
）

障
害
児
に
つ
き
、
知
的
障
害
児
施
設
や
肢
体
不
自
由
児
施

設
等
の
施
設
に
通
わ
せ
、
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
な

動
作
の
指
導
や
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
を
行
つ
サ
ト
ビ

ス
。
療
育
の
観
点
か
ら
個
別
療
育
、
集
団
療
育
を
行
つ
必

要
が
認
め
ら
れ
る
児
童
を
対
象
と
し
、
障
害
者
自
立
支
援

法
の
介
護
給
付
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。
障
害
者
自
立
支
援

法
こ
塁
墨
伸
位
法
の
改
正
に
よ
り
、
２
０
１
２
（平
成
２４
）

年
４
月
よ
り
児
童
福
祉
法
の
障
害
児
通
所
支
援
へ
と
改

正
口
総
合
さ
れ
た
。

◎
重
症
心
う
薩
壼
口者

傘
ン
ュ
ウ
シ
ョ
ウ
シ
ン
シ
ン
シ
ョ
ウ

ガ
イ
シ
ヤ
）

重
度
の
知
的
障
害
と
、
重
度
の
肢
体
不
自
由
が
重
複
し
て

い
る
煮

◎
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ

（ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）

障
害
者
が
職
場
に
適
応
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め
、

職
場
に
派
遣
さ
れ
る
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う

者
を
い
２ヽ

障
害
者
が
円
滑
に
就
労
で
き
る
よ
う
に
、
職

場
内
外
の
支
援
環
境
を
整
え
る
「
「職
場
適
応
援
助
言

と

も
い
２ヽ

◎
自
立
訓
練

（
ン
リ
ツ
ク
ン
レ
ン
）

障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
は
、
訓
練
等
給
付
の
対
象

と
し
て
行
わ
れ
る
必
要
な
訓
練
を
指
す
。
日
常
生
活
ま
た

は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
訓
練
が

行
わ
れ
る
。
自
立
支
援
給
付
の
対
象
と
さ
れ
る
。
身
体
障

害
者
を
対
象
と
す
る

「機
能
訓
練
」
と
知
的
障
害
者
及
び

精
神
障
害
者
を
対
象
と
す
る
「生
活
訓
ｇ

に
分
か
れ
る
。

◎
自
立
支
援
協
議
会

傘
ン
リ
ツ
シ
エ
ン
キ
ヨ
ウ
ギ
カ
イ
）

障
害
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
生
活
を
支
援
し
て
い
く
た

め
、
関
係
機
関

口
団
体
、
障
害
者

・
そ
の
家
族
、
障
害
福

祉
サ
ト
ビ
ス
事
業
者
や
医
療

・
教
育

・
雇
用
を
含
め
た
関

係
者
が
、
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、
地
域
の
支
援
体
制
の

敗
幕備
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
場
で
、
地
方
公
共
団
体
が
単

‐13‐
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独
ま
た
は
共
同
し
て
設
置
す
る
。
自
立
支
援
協
議
会
を
設

置
し
た
都
道
府
県
及
び
市
区
町
村
は
、
障
害
福
祉
計
画
を

定
め
、
ま
た
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め

自
立
支
援
協
〓ズ
ム
の
意
見
を
聴
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
な
お
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
は
、
単

に

「協
議
会
」
と
い
う
名
称
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
る
よ
一ス

名
称
を

弾
力
化
し
た
た
め
で
あ
る
。

◎
生
活
支
援
員

（セ
イ
カ
ツ
シ
エ
ン
イ
ン
）

障
害
福
祉
サ
Ｌ
ビ
ス
事
業
所
に
置
か
れ
る
職
員
で
、
相
談

援
助
、
入
退
所
の
手
続
き
、
連
絡
調
整
な
ど
を
行
』２

◎
生
活
の
質

（セ
イ
カ
ツ
ノ
シ
ツ
）

一
般
的
な
考
え
は
、
生
活
者
の
満
足
感

口
安
定
感

口
幸
福

感
を
規
定
し
て
い
る
諸
要
因
の
質
。
諸
要
因
の
一
方
に
生

活
者
自
身
の
意
識
構
造
、
も
う

一
方
に
生
活
の
場
の
諸
環

境
が
あ
る
と
考
る̈
ら
れ
る
。
こ
の
両
空
間
の
バ
ラ
ン
ス
や

調
和
の
あ
る
状
態
を
質
的
に
一呂
め
て
充
足
し
た
生
活
を
求

め
よ
う
と
い
う
こ
と
。
こ
の
理
念
は
、
医
療
、
福
祉
、
工

学
そ
の
他
の
諸
科
学
が
、
自
ら
の
科
学
上

・
技
術
上
の
問

題
の
見
直
し
を
す
る
契
機
に
な
っ
た
。
社
会
福
祉
お
よ
び

介
護
従
事
者
の

「生
活
の
場
」
で
の
援
助
も
、
生
活
を
整

え
る
こ
と
で
暮
ら
し
の
質
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
と
い

う
生
活
の
質
の
視
点
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
い

援
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
も
呼
ば
れ
る
。

◎
精
神
障
害

（セ
イ
シ
ン
シ
ヨ
ウ
ガ
イ
）

統
合
失
調
症
、
気
分
障
害

（う
つ
病
な
ど
）
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
精
神
疾
患
に
よ
り
、
継
続
的
に
日
常
生
活
や
社
会
生

活
に
支
障
が
あ
る
状
態
を
い
２ヽ

◎
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（セ
イ
シ
ン
シ
ヨ
ウ
ガ
イ

シ
ヤ
ホ
ケ
ン
フ
ク
シ
テ
チ
ョ
ウ
）

一
定
の
精
神
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

で
、
本
人
の
申
請
に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ
る
。
手
帳
を
取

得
す
る
こ
と
で
、各
種
の
サ
ト
ビ
ス
が
受
け
や
す
く
な
る
。

手
帳
の
有
効
期
間
は
２
年
で
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
１
級

か
ら
３
級
が
あ
る
。

◎
全
国
社
△
藉
卵
助
望
栞
〓
（ゼ
ン
コ
ク
シ
ヤ
カ
イ
フ
ク
シ

キ
ョ
ウ
ギ
カ
イ
）

社
〈
藉
増
勝
望
菌
ム
の
全
国
組
織
。
社
会
福
祉
法
に
お
け
る

「社
会
福
祉
協
翌菌
至
栄
果
ご
に
あ
た
る
。
国
の
機
関

（厚

生
労
働
省
等
）
と
の
協
議
（
各
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連

絡

口
調
整
、
福
祉
に
関
す
る
調
査

・
研
究
、
出
版
等
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、
「全
社
協
」
の
略
称
で

呼
ば
れ
る
場
合
が
多
い
。

◎
相
韻
蓄
霧
一
（ソ
ウ
ダ
ン
シ
エ
ン
）

障
害
者
自
立
支
援
法

（現

口
障
害
者
総
合
支
援
法
）
の
改

正
に
よ
り
、
２
０
１
２

（平
成
２４
）
年
４
月
か
ら
、
相
談

支
援
の
充
実
と
し
て
、
「相
談
支
援
」
の
定
義
が
、
基
本
相

談
支
援
、
地
域
相
談
支
援
及
び
計
画
相
談
支
援
に
分
け
ら

れ
た
。
基
本
相
談
支
援
及
び
地
域
相
談
支
援
の
い
ず
れ
も

行
う
事
業
を

一
般
相
談
支
援
事
業
と
い
い
、
基
本
相
談
支

援
及
び
計
画
相
談
支
援
の
い
ず
れ
も
行
２
畢
業
を
特
定
相

談
支
援
事
業
と
い
２

◎
相
談
支
援
専
門
員

（ソ
ウ
ダ
ン
シ
エ
ン
セ
ン
モ
ン
イ
ン
）

障
害
者
等
の
相
談
に
応
じ
、
助
言
や
連
絡
調
整
等
の
必
要

な
支
援
を
行
う
ほ
か
、
サ
Ｌ
ビ
ス
利
用
計
画
を
作
成
す
る

者
を
い
２ヽ

実
務
経
験
と
相
談
支
援
従
事
者
研
修
の
受
講

が
要
件
と
な
る
。
相
談
支
援
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、

相
談
支
援
専
門
員
を
置
く
必
要
が
あ
る
。

◎
措
置
入
院

（ソ
チ
ニ
ュ
ウ
イ
ン
）

精
神
障
害
に
よ
り
本
人
に
切
迫
し
た
自
傷
他
害
の
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
、
精
神
保
健
指
定
医
の
診
察
の
も
と
で
、

本
人
の
意
思
に
関
わ
ら
ず
入
院

・
保
護
す
る
こ
と
。
２
名

以
上
の
精
神
保
健
指
定
医
の
診
察
の
結
果
、
入
院
さ
せ
な

け
れ
ば
自
傷
他
害
行
為
の
お
そ
れ
が
あ
る
と

一
致
し
た
場

合
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
精
神
保
健
福
祉
法
に

よ
る
入
院
形
態
の
一
つ
。

◎
ソ
ー
シ
ヤ
ル
ワ
ー
カ
ー

（ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

一
般
的
に
は
社
会
福
祉
従
事
者
の
総
称
と
し
て
使
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
福
祉
倫
理
に
基
づ
き
、
専
門
的
な
知
識
ロ

技
術
を
有
し
て
社
会
福
祉
援
助
を
行
う
専
門
職
を
指
す
こ

と
も
あ
る
。

◎
知
的
障
害

（チ
テ
キ
シ
ョ
ウ
ガ
イ
）

知
的
機
能
の
障
害
が
発
達
期

（お
お
む
ね
１８
歳
ま
で
）
に

あ
ら
わ
れ
、
継
続
的
に
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
支
障
が

あ
る
状
態
を
い
２ヽ

◎
地
域
移
行
支
援

（チ
イ
キ
イ
コ
ウ
シ
エ
ン
）

障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
、
障
害
者
支
援
施
設
、
の

ぞ
み
の
園
等
に
入
所
し
て
い
る
障
害
者
ま
た
は
精
神
科
病

院
に
入
院
し
て
い
る
精
神
障
害
者
に
対
す
る
住
居
の
確
保

そ
の
他
地
域
生
活
に
移
行
す
る
た
め
の
相
談
等
を
供
与
す

る
こ
と
を
い
２ヽ

◎
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（チ
イ
キ
カ
ツ
ド
ウ
シ
エ
ン

セ
ン
タ
ー
）

障
害
者
を
対
象
と
す
る
通
所
施
設
の
一
つ
。
地
域
の
実
情

に
応
じ
、
創
作
的
な
活
動
や
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
、

社
会
と
の
交
流
促
進
等
の
便
宜
を
供
与
し
、
障
害
者
の
自

立
し
た
地
域
生
活
を
支
援
す
る
場

セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、

障
害
者
総
合
支
援
法
上
、
地
域
生
活
支
援
事
業
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

◎
地
域
相
談
支
援

（チ
イ
キ
ソ
ウ
ダ
ン
シ
エ
ン
）

障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
、
地
域
移
行
支
援
及
び
地

域
定
着
支
援
の
こ
と
を
い
２ヽ

◎
地
域
相
談
支
援
給
付
費

（チ
イ
キ
ソ
ウ
ダ
ン
シ
エ
ン
キ

ュ
ウ
フ
ヒ
）

障
害
者
自
立
支
援
法

（現

・
障
害
者
総
合
支
援
法
）
の
改

正
に
よ
り
、
２
０
１
２

（平
成
２４
）
年
４
月
か
ら
支
給
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
自
立
支
援
給
付
の
一
つ
。
地
域
相
談

支
援
給
付
費
の
支
給
決
定
を
受
け
た
障
害
者
が
、
地
域
相

談
支
援
給
付
決
定
の
有
効
期
間
内
に
お
い
て
、
都
道
府
県
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知
事
が
指
定
す
る
指
定

一
般
相
談
支
援
事
業
者
か
ら
指
定

地
域
相
談
支
援
を
受
け
た
と
き
に
、
そ
れ
に
要
し
た
費
用

が
市
区
町
村
か
ら
支
給
さ
れ
る
。

◎
地
域
定
着
支
援

（チ
イ
キ
テ
イ
チ
ャ
ク
シ
エ
ン
）

障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
、
居
宅
に
お
い
て
単
身
生

活
を
す
る
障
害
者
に
対
す
る
常
時
の
連
絡
体
制
を
確
保
し
、

緊
急
の
事
態
等
に
お
け
る
相
談
等
を
供
与
す
る
こ
と
を
い

」つ
。

◎
地
域
福
祉
計
画

（チ
イ
キ
フ
ク
シ
ケ
イ
カ
２

地
域
の
福
祉
施
策
に
つ
い
て
、
各
自
治
体
に
お
け
る
方
針

や
整
備
す
べ
き
社
会
福
祉
サ
ト
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
目
標

が
明
記
さ
れ
た
も
の
。
社
会
福
祉
法
に
お
い
て
地
域
福
祉

の
推
進
が
求
め
ら
れ
、
施
設
福
祉
中
心
で
あ
っ
た
従
来
の

福
祉
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

◎
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所

（チ
テ
キ
シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ャ

コ
ウ
セ
イ
ソ
ウ
ダ
ン
ジ
ョ
）

知
的
障
害
者
に
対
す
る
各
種
の
相
談

口
指
導
な
ど
を
行
う

機
関
。
知
的
障
害
者
に
対
し
て
、
専
門
的
な
相
談

口
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、

１８
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
の
医
学

的

口
心
理
学
的

口
職
能
的
判
定
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

◎
知
的
障
害
者
福
祉
司

（チ
テ
キ
シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ヤ
フ
ク

シ
シ
）
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
に
置
か
れ
る
職
員
で
、

知
的
障
害
者
に
関
す
る
相
談

口
指
導
の
う
ち
、
専
門
的
な

知
識

・
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の
を
行
う
ほ
か
、
福
祉
事

務
所
の
所
員
に
対
す
る
技
術
的
指
導
、
市
区
町
村
間
の
連

絡
調
整
や
情
報
提
供
等
を
行
２ヽ

◎
聴
導
犬

（チ
ョ
ウ
ド
ウ
ケ
ン
）

耳
の
不
自
由
な
人
の
日
常
生
活
を
助
け
る
た
め
、
特
別
な

訓
練
を
受
け
た
犬
。玄
関
の
チ
ャ
イ
ム
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
着
信
立貝

危
険
を
意
味
す
る
音
な
ど
を
聞
き
分
け
、
必
要
な
情
報
を

伝
え
る
。
介
助
大
、
盲
導
犬
と
と
も
に
、
補
助
犬
と
呼
ば

れ
る
。

◎
特
定
疾
患

（ト
ク
テ
イ
シ
ッ
カ
ン
）

厚
生
労
働
省
が
難
病
対
策
の
た
め
の
研
究
事
業
等
に
お
い

て
対
象
と
し
て
い
る
疾
患
。
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
で

は
、
原
因
の
究
明
お
よ
び
治
療
方
法
確
立
等
の
た
め
の
研

究
を
行
う
医
療
機
関
に
対
し
研
究
費
の
補
助
を
行
っ
て
研

究
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
対
象
患
者
に
つ
い
て
は
医
療

費
の
自
己
負
担
分
が
補
助
さ
れ
る
。
現
在
ス
モ
ン
、
ベ
ー

チ
エ
ツ
ト
病
な
ど
５６

の
疾
患
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

◎
特
定
非
営
利
活
動
法
人

（ト
ク
テ
イ
ヒ
エ
イ
リ
カ
ツ
ド

ウ
ホ
ウ
ジ
ン
）
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
な
ど
特
定
非
営
利
活

動
を
行
う
団
体
は
、　
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
特
定
非

営
利
活
動
促
進
法
に
よ
る
法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
、
団
体
と
し
て
の
財
産
保
有
や
福
祉
サ
Ｌ
ビ
ス
ヘ
の
参

入
な
ど
が
可
能
に
な
る
。
な
お
、
同
法
に
よ
り
認
証
さ
れ

た
法
人
を
特
定
非
営
利
活
動
法
人

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
と
い

』２◎
特
別
支
援
学
級

（ト
ク
ベ
ツ
シ
エ
ン
ガ
ツ
キ
ュ
ウ
）

学
校
教
育
法
に
基
づ
き
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及

び
中
等
教
育
学
校
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

学
級
で
、
心
身
に
障
害
を
も
つ
児
童

・
生
徒
の
た
め
に
、

そ
の
ニ
ト
ズ
に
応
じ
た
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

児
童

口
生
徒
は
障
害
に
応
じ
た
教
科
指
導
や
障
害
に
起
因

す
る
困
難
の
改
善

・
克
服
の
た
め
の
指
導
を
受
け
る
。
対

象
と
な
る
の
は
、
通
常
の
学
級
で
の
教
育
を
受
け
る
こ
と

が
適
当
と
さ
れ
た
知
的
障
壼
Ｒ
肢
体
不
自
由
、身
体
虚
弱
、

弱
視
、
難
聴
、
そ
の
他
障
害
の
あ
る
者
で
特
別
支
援
学
級

に
お
い
て
教
育
を
行
う
こ
と
が
適
当
な
も
の
。

◎
特
別
支
援
学
校

（ト
ク
ベ
ツ
シ
エ
ン
ガ
ツ
コ
ウ
）

髯

藝

最

馨

お

き
、
輝
量

墾

暑

、
喘賃

堕

景

知
的
障
害
者
、
肢
体
不
自
由
者
ま
た
は
病
弱
者

（身
体
虚

弱
者
を
含
む
。
）
に
対
し
て
、
幼
稚
貝

小
学
校
、
中
学
校
、

音
口
等
字
校
に
準
ず
る
教
育
を
行
う
と
と
も
に
、
障
害
に
よ

る
学
習
上
ま
た
は
生
活
上
の
困
難
を
克
服
し
自
立
を
図
る

た
め
に
必
要
な
知
識
技
能
を
授
け
る
こ
と
を
目
的
に
設
置

さ
れ
る
学
校
。
従
来
、
盲
学
校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学
校

と
い
っ
た
障
害
種
別
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
て
い
た
障
害
を

有
す
る
児
童

口
生
徒
に
対
す
る
教
育
に
つ
い
て
、
障
害
種

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
個
々
の
ニ
ト
ズ
に
柔
軟
に
対
応

し
た
教
育
を
実
施
す
る
た
め
に
、
２
０
０
６

（平
成
１８
）

年
の
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
。

◎
特
別
支
援
教
育

（ト
ク
ベ
ツ
シ
エ
ン
キ
ョ
ウ
イ
ク
）

障
害
の
種
類
や
程
度
に
応
じ
特
別
の
場
で
指
導
を
行
っ
て

い
た
特
殊
教
育
を
転
換
し
、
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
学
習

暗
重
ヽ

注
意
欠
陥
多
動
性
障
宝
Ｒ
昔
屁
堅
北自
閉
症
等
の
児

童

・
生
徒
も
含
め
、　
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ト
ズ
を
把

握
し
、
そ
の
も
て
る
力
を
一呂
め
、
生
活
や
学
習
上
の
困
難

を
改
善
ま
た
は
克
服
す
る
た
め
、
適
切
な
指
導
及
び
必
要

な
支
援
を
行
う
も
の
。
２
０
０
６

（平
成
１８
）
年
６
月
の

学
校
教
育
法
等
の
一
部
改
正
に
お
い
て
具
現
化
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
①
こ
れ
ま
で
の
盲

口
聾

口
養
護
学
校
を
障

害
種
に
と
ら
わ
れ
な
い
特
別
支
援
学
校
と
す
る
と
と
も
に

地
域
の
特
別
支
援
教
育
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
有

す
る
学
校
と
す
る
こ
と
、
②
小
中
学
校
等
に
お
い
て
特
別

支
援
教
育
の
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
特
別
支
援
学
級

を
設
け
る
こ
と
、
③
二首
口
聾

・
養
護
学
校
ご
と
の
教
員
免

許
状
を
特
別
支
援
学
校
の
教
員
免
許
状
へ
総
合
化
を
図
る

こ
と
等
に
よ
り
、
障
害
の
あ
る
児
童

・
生
徒
等
の
教
育
の

一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

◎
特
別
障
害
者
手
当

（ト
ク
ベ
ツ
シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ヤ
テ
ア

】７
）

２０
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
に
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
対
し
て
支

給
さ
れ
る
手
当
。
本
人
や
扶
養
義
務
者
等
の
前
年
の
所
得

が

一
定
以
上
あ
る
場
合
は
、
支
給
制
限
が
あ
る
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
（ト
ク
ベ
ツ
ジ
ド
ウ
フ
ヨ
ウ
テ
ア
テ
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

障
害
児
の
父
母
が
当
該
児
童
を
監
護
す
る
と
き
、
ま
た
は

‐15‐



1977年 12月 3日 第 3種郵便物認可  SSKP脊 損ニュース 春損ちば 2015年 6月 23日 発行 通巻第 6055号

当
該
児
童
の
父
母
が
監
護
し
な
い
場
合
に
父
母
以
外
の
者

が
養
育
す
る
と
き
、
父
母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
手

当
。
支
給
対
象
と
な
る
児
童
は
、

２０
歳
未
満
の
障
害
児
で

あ
り
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
１
級
お
よ
び
２
級
に
区
分

さ
れ
て
い
る
。
手
当
額
は
障
害
の
程
度

（１
級
ヽ
２
級
）

に
応
じ
た
額
と
な
っ
て
お
り
、
受
給
資
格
者
の
前
年
の
所

得
が

一
定
以
上
の
場
合
は
支
給
制
限
が
あ
る
。

◎
難
病

（ナ
ン
ビ
ョ
ウ
）

医
学
的
に
明
確
に
定
義
さ
れ
た
病
気
の
名
称
で
は
な
く
、

一
般
的
に

「治
り
に
く
い
病
気
」
や

「不
治
の
病
」
の
こ

と
を
指
す
。
昭
和
４７

（‐
９
７
２
）

年
の
厚
生
省

（当

時
）
の

「難
病
対
策
要
綱
」
で
は
、
①
原
因
不
明
、
治
療

方
針
未
確
立
で
、
後
遺
症
を
残
す
お
そ
れ
が
少
な
く
な
い

疾
病
ヽ
②
経
過
が
慢
性
に
わ
た
り
、
単
に
経
済
的
な
問
題

の
み
な
ら
ず
介
護
等
に
著
し
く
人
手
を
要
す
る
た
め
に
家

族
の
負
担
が
重
く
、
ま
た
精
神
的
に
も
負
担
の
大
き
い
疾

病
と
定
義
し
て
い
る
。な
お
、皓
墜
曰者
総
合
支
援
法
で
は
、

難
病
等

（難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
の
対
象
で
あ
る
１

３
０
の
疾
患
と
関
節
リ
ウ
マ
チ
）
も
障
害
者
の
定
義
に
加

え
ら
れ
た

（２
０
１
３

（平
成
２５
）
４
月
１
日
施
行
）。

◎
任
意
入
院

（ニ
ン
イ
ニ
ュ
ウ
イ
ン
）

精
神
保
健
福
祉
法
に
よ
る
入
院
形
態
の
一
つ
で
、
精
神
障

害
者
本
人
の
同
意
に
基
づ
く
入
院
を
い
」２

人
権
擁
護
の

観
点
か
ら
も
、
医
療
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に
行
う
と
い
う

こ
と
か
ら
も
、
精
神
保
健
福
祉
法
で
は
本
人
の
同
意
に
基

づ
い
て
入
院
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
退
院
に
つ
い
て
も
、
原
則
と
し
て
本

人
の
意
思
に
よ
る
。

◎
認
定
調
査

（ニ
ン
テ
イ
チ
ョ
ウ
サ
）

障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
け
る
障
害
程
度
区
分
を
判
定
す

る
た
め
に
行
う
調
査
。
市
区
町
村
の
認
定
調
査
員
等
が
、

申
請
の
あ
っ
た
本
人

・
保
護
者
等
と
面
接
を
し
、
調
査
項

目
等
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

◎
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）

障
害
者
や
高
齢
者
な
ど
社
会
的
に
不
利
を
負
う
人
々
を
当

然
に
包
含
す
る
の
が
通
常
の
社
会
で
あ
り
、
そ
の
あ
る
が

ま
ま
の
姿
で
他
の
人
々
と
同
等
の
権
利
を
享
受
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
考
え
方
や
方
滝

◎
発
達
障
害

（
ハ
ッ
タ
ツ
シ
ョ
ウ
ガ
イ
）

発
達
障
害
者
支
援
法
上
の
定
義
で
は
、
脳
機
能
の
障
害
で

あ
っ
て
、
そ
の
症
状
が
通
常
低
年
齢
に
お
い
て
発
現
す
る

も
の
と
規
定
さ
れ
、
心
理
的
発
達
障
害
並
び
に
行
動
情
緒

の
障
害
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、自
開
症
、

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
な
ど
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。

◎
発
達
障
害
者
支
援
法

（
ハ
ッ
タ
ツ
シ
ョ
ウ
ガ
イ
シ
ヤ
シ

エ
ン
ホ
ウ
）
発
達
障
害
を
早
期
に
発
見
し
、
発
達
障
害
者

の
自
立
や
社
会
参
加
に
資
す
る
よ
う
生
活
全
般
に
わ
た
る

支
援
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律
。
発
達
障
害
を
、
自
開
症
、

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
室
具

学

習
障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
な
ど
脳
機
能
の
障
害
で

あ
っ
て
そ
の
症
状
が
通
常
低
年
齢
に
お
い
て
発
現
す
る
も

の
と
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
て
、
発
達
障
害
の
早
期
発
見
、
発
達
障
害
者

本
人
や
そ
の
家
族
へ
の
専
門
的
な
相
談
援
助
や
情
報
提
供
、

就
労
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

◎
バ
リ
ア
フ
リ
ー

（バ
リ
ア
フ
リ
ー
）

障
壁
（バ
リ
ア
）と
な
る
も
の
を
取
り
除
く
こ
と
を
い
」２

床
の
段
差
を
解
消
し
た
り
、
手
す
り
を
設
置
す
る
な
ど
と

い
っ
た
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
近
年
で
は
、
す
べ
て

の
人
の
社
会
生
活
を
困
難
に
し
て
い
る
物
理
的
、社
会
的
、

制
度
的
、
心
理
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
障
壁
を
除
去
す
る
と
い

う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
き
て
い
る
。

◎
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

（バ
リ
ア
フ
リ
ー
ホ
ウ
）

↓
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律

◎
Ｐ
Ｓ
Ｗ

（ピ
ー
エ
ス
ダ
ブ
リ
ュ
ー
）

↓
精
神
保
健
福
祉
士

◎
福
祉
ホ
ー
ム

（フ
ク
シ
ホ
ー
ム
）

家
庭
環
境
や
住
宅
事
情
等
の
理
由
に
よ
り
、
家
庭
に
お
い

て
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
菖
僣
重
曰者
に
対
し
て
、
低
額
な

料
金
で
、
居
室
等
を
提
供
し
て
、
日
常
生
活
に
必
要
な
支

援
を
行
う
施
設
¨

◎
盲
学
校

（モ
ウ
ガ
ッ
コ
ウ
）

盲
者

（強
度
の
弱
視
者
を
含
む
）
に
対
し
て
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に
準
ず
る
教
育
を
行
い
、

必
要
な
知
識
技
能
を
授
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
学
校
。

２
０
０
６
（平
成
１８
）年
の
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、

「特
殊
教
育
」
か
ら

「特
別
支
援
教
育
」
へ
の
転
換
が
図

ら
れ
、
盲
学
校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学
校
は

「特
別
支
援

学
校
」
に

一
本
化
さ
れ
た
。
現
在
も
校
名
と
し
て

響
員
子

校
」
の
名
称
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。

◎
盲
導
犬

（モ
ウ
ド
ウ
ケ
ン
）

目
の
不
自
由
な
人
が
道
路
で
安
全
に
歩
行
す
る
こ
と
を
助

け
る
た
め
、
特
別
な
訓
練
を
受
け
た
犬
。
例
え
ば
、
段
差

や
交
差
点
、膳
墜
易
′を
教
え
る
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。

路
上
で
は
、
白
ま
た
は
黄
色
の
ハ
ー
ネ
ス
と
呼
ば
れ
る
胴

輪
を
付
け
て
い
る
。
介
助
大
、
聴
導
犬
と
と
も
に
、
補
助

大
と
呼
ば
れ
る
。

◎
養
護
学
校

（ヨ
ウ
ゴ
ガ
ッ
コ
ウ
）

知
的
障
害
者
、
肢
体
不
自
由
者
若
し
く
は
病
弱
者

（身
体

虚
弱
者
を
含
む
）
に
対
し
て
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
に
準
ず
る
教
育
を
行
い
、
必
要
な
知
識
技

能
を
授
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
学
校
。
２
０
０
６

（平

成
１８
）
年
の
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、
「特
殊
教
育
」

か
ら
「特
別
支
援
教
育
」
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
、
盲
学
校
、

聾
学
校
及
び
養
護
学
校
は

「特
別
支
援
学
校
」
に

一
本
化

さ
れ
た
。
現
在
も
校
名
と
し
て

「養
護
学
校
」
の
名
称
で
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あ
る
こ
と
も
多
い
。

◎
理
学
療
法

（リ
ガ
ク
リ
ョ
ウ
ホ
ウ
）

身
体
に
障
害
の
あ
る
者
に
対
し
、
主
と
し
て
そ
の
基
本
的

動
作
能
力
の
回
復
を
図
る
た
め
に
、
治
療
体
操
そ
の
他
の

運
動
を
行
わ
せ
る
と
と
も
に
、昴層
莉

激
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

温
熱
そ
の
他
の
物
理
的
手
段
を
加
え
る
こ
と
を
い
２ヽ

整

形
外
科
的
手
術
ヽ
矯
正
ま
た
は
固
定
ギ
プ
ス
包
帯
法
等
と

い
っ
た
整
形
外
科
的
治
療
と
は
区
別
さ
れ
る
。
理
学
療
法

は
、
運
動
療
法
や
日
常
生
活
活
動
訓
練
が
主
に
用
い
ら
れ

る
が
、
温
熱
、
市居
ヌ
刺
激
等
を
加
え
る
物
理
療
法
に
つ
い

て
も
、
血
液
循
環
を
よ
く
し
た
り
、
疼
痛
を
和
ら
げ
る
た

め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

◎
理
学
療
法
士

（リ
ガ
ク
リ
ョ
ウ
ホ
ウ
シ
）

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
に
定
め
ら
れ
た
国
家
試

験
に
合
格
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
免
許
を
受
け
た
者
で
、

医
師
の
指
示
の
下
に
、
理
学
療
法
を
行
う
こ
と
を
業
と
す

る
者
。
理
学
療
法
士
の
活
躍
す
る
領
域
は
、
病
院
や
診
療

所
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
医
療
関
連

施
設
の
ほ
か
、介
護
老
人
保
健
施
設
、賠
墜
口者
支
援
施
設
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
、
ス
ポ

ー
ツ
分
野
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。

◎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

心
身
に
障
害
の
あ
る
者
の
全
人
間
的
復
権
を
理
念
と
し
て
、

障
害
者
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
、
そ
の
自
立
を
促

す
た
め
に
行
わ
れ
る
専
門
的
技
術
を
い
一２

◎
療
育
手
帳

（リ
ョ
ウ
イ
ク
テ
チ
ョ
ウ
）

知
的
障
害
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
人
に
対
し
て
交
付
さ
れ

る
も
の
で
、　
〓
貝
し
た
指
導

・
相
談
を
行
う
と
と
も
に
、

各
種
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
や
す
く
な
る
。
地
域
に
よ
っ
て

は
、
「愛
の
手
帳
」
「み
ど
り
の
手
帳
」
な
ど
の
名
称
が
使

わ
れ
、障
害
程
度
の
区
分
も
各
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
る
。

◎
利
用
者
負
担

（リ
ヨ
ウ
シ
ャ
フ
タ
ン
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
た
際
に
、
サ
ー
ビ
ス
に
要

し
た
費
用
の
う
ち
、
利
用
者
が
支
払
う
負
担
分
。
介
護
保

険
法
に
お
い
て
は
応
益
負
担
が
原
則
と
さ
れ
、
そ
の
負
担

割
合
は
サ
ト
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
一
割
で
あ
る
。
障
害

者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
は
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担

（応
能
負
担
）
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
施
設
入

所
な
ど
に
お
け
る
食
費
や
居
住
費

（滞
在
費
）
に
つ
い
て

は
、
全
額
利
用
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

◎
聾
学
校

（ロ
ウ
ガ
ッ
コ
ウ
）

聾
者

（強
度
の
難
聴
者
を
含
む
）
に
対
し
て
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に
準
ず
る
教
育
を
行
い
、

必
要
な
知
識
技
能
を
授
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
学
校
。

２
０
０
６
（平
成
１８
）
年
の
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、

「特
殊
教
育
」
か
ら

「特
別
支
援
教
育
」
へ
の
転
換
が
図

ら
れ
、
盲
学
校
ヽ
聾
学
校
及
び
養
護
学
校
は

「特
別
支
援

学
校
」
に
一
本
化
さ
れ
た
。
現
在
も
校
名
と
し
て

「聾
学

校
」
の
名
称
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。

◎
ワ
ン
ス
ト
ツ
プ
サ
Ｌ
ビ
ス

（ワ
ン
ス
ト
ツ
プ
サ
Ｌ
ビ
ス
）

行
政
上
の
様
々
な
手
続
き
を
、　
一
度
に
行
え
る
仕
組
み
の

こ
と
を
挿
丁
。
２
０
０
９

（平
成
２‐
）
年
■
月
と
１２
月

に
は
全
国
の
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
お

い
て
、
職
業
紹
介
、
住
ま
い
の
情
報
提
供
（
生
活
保
護
手

続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
「ワ
ン
ス
ト
ツ
プ
・サ
ー
ビ
ス
・

デ
イ
」
を
実
施
し
た
。

お気軽にご相談ください

く販売と修理〉

靭山石商会

曲武郡横芝光町長倉1308
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＝
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Ｉ
Ｌ
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０

Ａ
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Ｗ
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子
育
て
日
配
　
ｖ７

“

シンマイ父さんが行くｘＯ

～
九
州
織
行
～

一”
■

子
彗
市

■
崎

幡
平

今
回
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
行
っ
た
九
州
旅
行
の

お
話
で
す
。

自
分
が
し
て
い
る
仕
事
は
自
動
車
の
輸
送
関
係
の
仕
事
を

し
て
い
る
為
ヽ
２
月
か
ら
４
月
い
っ
ぱ
い
は
「
年
の
中
で
１

番
忙
し
い
時
期
を
迎
え
る
の
で
す
。

仕
事
か
ら
塚

て
＜
る
の
は
毎
日
夜
中
に
な
り
家
族
で
過

ご
せ
る
時
間
が
と
て
も
少
な
＜
な
り
寝
顔
し
か
見
れ
な

い
し
、夕
飯
を

一
緒
に
食
べ
た
り
す
る
時
間
が
と
て
も
少

な
＜
な
る
の
で
す
。
世
の
お
父
さ
ん
達
は
こ
う
言
う
感
じ

の
方
も
と
て
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
に
と
っ
て
家

族
と
過
ご
す
時
間
が
少
な
＜
な
る
と
言
う
の
は
か
な
り

辛
い
の
で
す
。

だ
か
ら
今
回
の
旅
行
は
と
て
も
楽
し
み
で
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

今
回
は
九
州
ま
で
行
き
も
帰
り
も
フ
エ
リ
ー
を
使
う

事
に
し
ま
し
た
。
前
回
九
州
に
行
っ
た
時
も
利
用
し
た
阪

九
フ
エ
リ
ー
、お
風
呂
は
入
れ
ま
せ
ん
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ル
ー
ム
も
ト
イ
レ
も
付
い
て
い
て
船
内
も
ほ
と
ん
ど
段

差
も
な
＜
自
由
に
動
き
回
る
事
が
出
来
ま
す
、
も
ち
ろ

ん
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
備
。

こ
の
フ
エ
リ
ー
、
前
回
と
同
じ
泉
大
津
か
ら
乗
り
た
か
っ

た
の
で
す
が
予
約
が
取
れ
ず
神
戸
↓
新
門
司
ま
で
の
予

約
を
取
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
神
戸
を
目
指
す
事
に
な
っ
た
訳
で
す
が
、
せ
っ

か
＜
車
で
行
＜
の
だ
か
ら
途
中
の
滋
賀
の
大
津
、
〓髪
巴
湖

の
近
＜
に
い
る
友
達
に
会
い
に
行
こ
う
と
言
う
事
に
な

り
急
い
で
ホ
テ
ル
を
探
し
ま
し
た
が
さ
す
が
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
ど
こ
も
見
付
ら
ず
、
真
純
ち
ゃ
ん
が
や
っ
と

１
部
屋
発
見
。で
も
こ
の
部
屋
に
は
条
件
が
あ
り
宴
会
場

を
バ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
区
切
り
水
周
り
無
し
１
部
屋
２４
畳

と
言
う
だ
だ
っ
広
い
部
屋
？
と
言
う
も
の
で
し
た
が
車

中
泊
よ
り
良
い
の
で
予
約
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

初
の
一準
員
県
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
．
予
想
は
し
て
い
た
も

）

の
の
東
名
高
速
は
海
老
Ｃ
か
ら
先
は
真
っ
赤
、
や
っ
ば
り

ね
～
　
ま
ず
は
海
老
名
パ
ー
キ
ン
グ
で
朝
食
、超
混
ん
で

る
、
で
も
家
族
で
い
る
か
ら
ス
ゲ
ー
楽
し
い
。
色
ん
な
パ

ー
キ
ン
グ
よ
り
な
が
ら
琵
琶
湖
に
着
い
た
の
が
２０
時
過

ぎ
だ
っ
た
。
車
中
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
は
３
人
の
寝
顔
や
楽

し
そ
う
に
話
す
声
、
し
づ
＜
は
車
中
幼
稚
園
で
の
出
来
事

を
沢
出
話
し
て
＜
れ
た
り
、そ
れ
に
つ
ら
れ
て
＜
る
み
も

何
か

一
生
懸
命
は
な
し
て
い
る
。
ど
ん
な
音
楽
聴
い
て
る

よ
り
も
心
地
艮
か
っ
た
。

工各
沖
も
抜
け
夜
の
琵
琶
湖
に
到
着
、大
津
は
３型
泉
街
で

と
て
も
雰
囲
気
の
良
い
所
、静
か
で
湖
畔
を
浴
衣
で
散
歩

し
て
い
る
人
達
も
沢
出
い
た
、湖
と
言
っ
て
も
ま
る
で
資

想
像
し
て
い
た
大
き
さ
と
は
桁
外
れ
、
し
づ
＜
も
「バ
パ

海
だ
よ
～
」本
当
に
海
み
た
い
で
し
た
。

間
違
え
て
交
差
点
を
左
折
し
て
し
ま
っ
た
、
日
の
前
に
は

路
面
電
車
、人
生
初
の
軌
道
敷
内
に
ビ
ッ
ク
リ
。
な
ん
と
か

ホ
テ
ル
に
到
着
、
壼些
巴
湖
の
湖
畔
に
建
つ
綺
一麗
な
ホ
テ
ル
、

ま
ず
は
夕
食
、超
曇
華
で
美
味
し
か
っ
た
～
。

部
屋
は
と
言
う
と
や
っ
ぱ
リ
ス
ゲ
ー
広
い
、子
供
達
は
大

は
じ
ゃ
ぎ
、大
き
な
窓
が
あ
り
琵
琶
湖
を

一
望
で
き
る
、

あ
ま
り
の
広
さ
に
し
づ
＜
は
走
り
回
り
、＜
る
み
は
そ
の

C海みたいな琵琶湖の朝焼け

C乗り降りしやすい場所に停車

②これからこの船に乗ります
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後
を
追
い
か
け
て
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ハ
イ
ッ
ー

そ
の
日
は
お
風
呂
に
入
っ
て
お
や
す
み
な
さ
～
い
。

翌
朝
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
と
海
み
た
い
な
琵
琶
湖
、富
津

岬
か
ら
対
岸
の
神
奈
川
見
て
る
み
た
い
な
感
じ
で
す
ね
。

皆
で
支
度
を
済
ま
せ
て
朝
食
、
こ
の
ホ
テ
ル
は
お
料
理
が

と
て
も
美
味
し
い
。
ホ
テ
ル
か
ら
友
達
の
家
ま
で
は
近
＜
、

友
達
を
ビ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
琵
琶
湖
を
横
断
で
き
る
橋
に

向
か
い
対
岸
へ
、
ラ
ン
チ
を
済
ま
せ
て
友
達
と
も
別
れ

い
ざ
神
一星
ハ
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
フ
エ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
ヘ
、

仕
事
で
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
何
度
か
手
配
し
た
事
は
あ

る
け
ど
実
際
に
＜
る
の
は
始
め
て
。
整
Ｐ
の
町
か
ら
六
甲

ア
イ
ラ
ン
ド
に
渡
る
橋
か
ら
こ
れ
か
ら
乗
る
船
が
見
え

た
。
港
は
連
体
中
と
言
う
事
も
あ
り
と
て
も
静
か
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
ヘ
到
着
し
乗
船
手
続
き
を
済
ま
せ
て
車
で
待
機
、

皆
で
大
き
な
船
だ
ね
―
、車
椅
子
で
車
つ
き
の
一栞
船
の
場

合
は

一
般
と
は
別
レ
ー
ン
で
待
機
し
て
、係
員
の
合
図
で

い
ざ
乗
船
、船
体
の
側
面
か
ら
車
両
甲
板
に
入
り
出
入
□

の
前
で
停
車
、
九
州
に
向
け
１８
時
出
港
、新
門
司
に
は
翌

朝
８
時
に
到
着
、船
内
は
い
た
る
所
で
宴
会
を
し
て
い
て

楽
し
そ
う
、
食
事
を
済
ま
せ
て
船
内
を
探
検
、
真
純
ち
ゃ

ん
と
子
供
達
は
展
望
大
浴
場
へ
、毎
回
思
う
け
ど
船
旅
最

き同
。
部
屋
で
水
や
お
湯
が
使
え
た
り
す
る
の
は
な
ん
か
不

思
議
な
感
じ
だ
ね
。
海
は
穏
や
か
で
船
は
揺
れ
る
事
も
無

＜
翌
朝
新
門
司
に
定
刻
通
り
に
入
港
。

船
を
降
り
北
九
州
か
ら
佐
世
保
、
目
指
す
は
ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
、
も
ち
ろ
ん
高
速
は
大
渋
滞
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

が
見
え
て
き
た
こ
ろ
に
は
１４
時
を
回
っ
て
い
て
、駐
車
場

に
入
る
の
に
２
時
間
待
ち
し
か
も
入
り
□
か
ら
か
な
り

遠
い
駐
車
場
…
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
断
念
。
宿
泊
先
の
佐
世

保
駅
前
に
到
貢

部
屋
で
休
憩
し
た
あ
と
こ
こ
に
来
た
か

ら
に
は
《
ち
ゃ
ん
ぼ
ん
》
《
皿
う
ど
ん
》
《
佐
世
保
バ
ー
カ

ー
》
で
し
ょ
。

ホ
テ
ル
の
人
か
ら
美
味
し
い
お
店
の
情
報
を
ゲ
ッ
ト
、

佐
世
保
港
を
散
歩
し
な
が
ら
食
事
に
出
か
け
た
。家
は
旅

行
に
出
か
け
て
泊
ま
る
時
は
東
横
イ
ン
を
利
用
す
る
事

が
多
い
。
ハ
ー
ト
フ
ル
ル
ー
ム
は
Ａ
タ
イ
プ
か
Ｂ
タ
イ
プ

で
ど
こ
に
行
っ
て
も
同
じ
作
り
平
置
き
の
駐
車
場
も
ハ
ー

ト
フ
ル
ル
ー
ム
を
予
約
す
る
と
優
先
的
に
使
用
で
き
て

綺
麗
だ
し
、
「蟄
ｃ
飯
が
出
る
し
使
い
や
す
い
、
頚
損
の
僕

で
も
介
助
は
い
る
け
ど
お
風
呂
に
も
浸
か
れ
る
し
良
い

感
じ
。

さ
あ
～
明
日
は
海
ノ
中
道
に
住
ん
で
い
る
友
達
の
実

家
に
遊
び
に
行
＜
、美
味
し
い
物
も
食
べ
た
し
皆
で
明
日

に
備
え
て
お
体
み
～

次
回
に
つ
づ
＜
…

C入りやすかつた

C船室で休憩

⑦佐世保港散歩
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平
成
二
十
七
年
度

身
障
者
用
車
無
料
点
検

叢
華
婁
薙
供
理
子^
薬

去
る
５
月
１６
日

（土
）
に
ト
ヨ
タ
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ

千
葉
に
て
身
障
者
用
車
の
手
動
装
置
等
各
種
運
転
装
置
の

無
料
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
点
検
に
は
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
株
式
会
社
ニ
ツ
シ
ン
自
動
車
工
業
様

（埼
玉

県
加
須
市
）
の
全
面
協
力
と
千
葉
ト
ヨ
ペ
ツ
ト
株
式
会
社

様

（千
葉
県
千
葉
市
）
に
は
場
所
を
提
供
し
て
い
た
だ
き

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

千
葉
県
支
部
か
ら
は
私
を
含
め
５
名
の
支
部
役
員
が
参

加
し
、
無
料
点
検
を
受
け
に
来
ら
れ
た
方
々
に
、
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
活
動
と
入
会
へ
の
勧
誘
活
動
を
同
時
に
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
だ
つ
た
こ
と
も
あ
り
、
点
検

に
来
ら
れ
る
方
が
あ
ま
り
多
′ヽ
な
か
つ
た
た
め
、
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
や
勧
誘
活
動
は
数
名
に
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
千
葉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
様
社
員
の
車
い
す
の
方

に
、
固
定
式
車
い
す
の
タ
イ
ヤ
を
外
さ
な
い
と
い
スヽ

独

特
な
車
椅
子
の
積
込
み
を
見
せ
て
も
ら
つ
た
り
、
私
た
ち

に
も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
以
降
の
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
に
生
か
せ
そ
う
と
非
常
に
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

私
た
ち
支
部
役
員
の
中
で
ニ
ツ
シ
ン
自
動
車
工
業
様
製

の
手
動
装
置
等
を
使
用
し
て
い
る
者
は
、
点
検
を
し
て
も

ら
い
、
深
井
氏
な
ど
は
グ
リ
ツ
プ
を
交
換

（有
料
）
し
て

も
ら
い
、
非
常
に
ご
満
悦
で
し
た
。

今
回
は
ニ
ツ
シ
ン
自
動
車
工
業
様
の
申
し
出
に
よ
り
急

速
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
会
報
等
で
事
前
告
知
で
き
ず

支
部
会
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

支
部
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
来
年
度
以
降
も
１
～
２
年
に
１

回
程
度
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は

フ
ジ
オ
ー
ト
社
製
も
一
緒
に
点
検
出
来
る
よ
う
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

深井氏の手動装置のグリップ

オートボックス (Aout Box)
AB2000
皓 側展開タイプ・標準色)

千葉トヨペット様社員の方と

=塀
魏_

千葉県支部役員でピアサポート

千葉県支部役員で勧誘
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『 My Style vo;。  16

皆さま、こんにち|&まだ5月だというのに30度近い日があつたりと、ちょつとしんどい今日こ

の頃です:GⅧまどこかお出かけされましたか?これを読むのは6月下旬でしょうか。

ならばすでに今度は夏休みの計画を立てているのかも?お子さまのいらっしゃる方は張り切り時で

すね !がんばつて<ださいC→

ゎた<u囲 こととぃたL/1して|よ 実は大好きだつた祖父が今月はじめに亡<なりまりL
98歳でした。7日に告別式というスケジュールでGWは過ぎてゆき、今日コレを打っているのは

5月 14日。気持ちは落ち着いてきましたべ どうもまabに力が入りません。気分転換したいものの

必要以上に外出した<な<、 人に会いたくもな<・ ・・。やはり四十九日過ぎるまでは、なるべ<静か

にしていたいと思います。大往生で喜ばし籟<らいではありましたべ 寂ししヽことには変わりはありま

せ硫

介護問融 台まつてからは家の中がバッタバタでした。祖父の家に泊まり込みになっていた母の苦

労に比べればわたしなんて 。・ 。ですがヽ 自宅での仕事がつまで以上la曽えてつい、無理な体勢をし

無理に力を使いすぎたせいか身体のあちこちを痛め、最近になつて体調を一気に崩しました。

身体のメンテナンスは本当に大切ですね。気持ちが疲れると行<のも億劫になってしまい、2ヶ月

ほどご無沙汰した治療院に早<行かねばと目っているところです。腕と首がかなリマズイです 。・・

祖父は最後の1ケ月こそベッドで寝たきりになっていましたべ 大きな病気で苦しむことはな<、

亡くなる3日前までワインを飲めていたのです。1杯飲まなきゃ食べられないという祖父
`そ

れを考え

ると、本当に本当に幸せで美しい最後だつたと感じます。わたしが祖父と一緒に飲んだのは3月 3日が

最後。外食好きでしたが外出が辛<なつたと昨年から聞いており、それならばと車いすで入りに<い祖

父の家1辞甲し入りました。家族の協力が必要でしたが行つてよかつたです。後にしないですみました。

車いすになつてから、葬儀に出席するという経験が実は初めてでした。へんな話ですが、利用した

葬儀場はたぼん1つも段差な<車いす用お化粧室もあり、とてもスムースな造りで本当に助かりまし

た。

ここ最近た<さんの葬儀抑 来ていますし 比較的新眺 施ヽ訓まきっとみんな車いすでも安b
なのでしょうれ ご年配の方も多いでしょうかられ 家旗まもちろんのこと、大切な反人矢□人の最後の

お別れという時に、車いすで入つて行けない場所だと辛すぎます 。・・お墓に関してもそうですよれ

通路がコンクリートで舗装されている墓地ならばタイヤが上まみれになるなどのストレスがな<、

1人でも行<ことが出来ます。そんな、いつもは気にしない場所を今回はつ<づ<ありがたいと実感じ

ました。気持ちがぐつたりしている時つて、1宛に力入らない (涙)

祖父が好んで飲んでいた白ワインを持ちこみ、最後□元に湿らせてあげることができ感無量l~l~7D

家族葬だったからか、とても自由に思うようにやらせていただけました。わたしも冗談抜きで、大

好きなワインを飲み続けられる身体を維持してい<ことが大きな目標です。ボケて人に迷惑かける前に

死にたいとも、以前から思ってるくらいです。今回は楽しい話題でな<てごめんなさしヽ 美し籟死に方

を考えた5月でした 。・・。7月のランチ会では笑顔でお会いしましょう。 適 繭 嗽 子
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つ

V

HAPPY"ラ ン子会のご案内
～笑飯 (わらいめし)4～

日頃から千葉県支部の活動にご理解とご協力を頂応、誠にありがとうございます。

HAPPYOランチ会～笑飯(わらいめし)～は、今年で4度目の開催となります。

庶 会員さま同士の貴重なコミュニケーシヨンの場としてとても好評です♪

夏の暑い時期ではございますが、是非皆さまお誘い含わせの虫 ご参加<ださいね。

◆日0寺   了月26日 (日)  AM ll:30 受イ寸開始  12:00スタート

◆場所  ホテlb日航成田 本館2F/中国料理「桃摩」にてオーダーバイキング

〒286-0106千葉県成田市取香500  TEヒ 04了6-32-0032

◆会費  大人 1名  3000円  (小学生未満は躙

☆アレルギーのある方は、お申込み時にご申告<ださい

◆駐車場  レストラン不」用で60寺間まで無料

☆車いすの方のみ15名<らいまで、ホテlb玄関前に駐車OKと交)錆み。

◆車いす用トイレ 新館 lFに lヶ所

◆締め切り 7月20日

◆申込み先 事務局 飯岡まで (飯岡携帯 050-363牛了257)

Eメ l17卜
゛
レス sUchiba.hide.iioka@gmailocom
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当支部では、脊髄損傷者当事者が自らの経験を基に脊髄損傷者 (頚隋損傷者も含みます)

の悩みやlb配ごとなどの相談に無料で応じますのでお気軽にご相談ください。

◇ 個人時割ま―tu夕結剛こ漏らしません

◇ 難しいFo5題については専門相談員や、弁護土をご紹介します。

◇ ご家族やご友人、会員タトの方も歓迎 t/1す。

■平成27年度実施日

H27.6月 21日 (日)8月 9日 (日)10月 11日 (日)11月 8日 (日 )

H28.1月 7日 (日)3月 6日 (日) 相談時間帯 148寺 ～460寺

■場 所

市原市保健福祉センター(サンハート)ボランテイアlb一ム

千葉県市原市毎土有木225-4

■相談ご希望の方は実施日前日までに下記までご連絡ください。

担当者:飯岡 電話 050-3634-725了
Eメーl17卜

゛
レス siichba.hide.lioka@gmall.com

■電話での相談も可能です。

ピアサポートとは・…

ピア (Peer)=仲間

サポート(Support)=支援

ヽ
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編
集
人
　
佐
倉
市
染
井
野
５
１
４２
‐
７
　
　
　
頒
価
二
〇
〇
円

全
国
脊
髄
損
傷
者
運
〈
尿
至
碁
置
響
傘
町

発
行
人
　
東
京
都
世
田
谷
区
砧
６
１
２６
‐
２‐

）
　

　

特
定
悲

黒

ゴ

留

笑

蜃̈

暑

鳳
捨
餌

型

錫

協

家

株式会社 ミクニ との企業提携 (子会社化 :2014年 4月 1日 )に関するお知 らせ

弊社は、皆様のおかげをもちまして昨年、APドライブ誕生 40周年を迎える事ができました。
これまで永年のご協力に感謝し、この場をお借りして御礼申し上げます。

現下の事業環境は自動車の急速な八イテク化、グローバル化など決して楽観が許される

状況ではありません。弊社も開発技術の更なる高度化、海外市場への対応力の強化など、

急速な対応を図る必要性に追られております。
これらの情勢を鑑み、弊社としましては自動車部品業界でグローバルに活躍し、福祉機器

事業も展開している (株 )ミ クニと提携する事が最も良い選択肢だと判断しました。
今後、弊社内にて若干の体制 。組織の変更などが行われますが、皆様におかれましては

従来通り安心してお取引いただければ幸いです。

曲
″ Xh

鶯 』iJ
株式会社 ニッシン自動車工業
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